
第�章 調査の概要

第１節 調査に至る経緯

１ 事業照会と予備調査の経過

県土木部玉名土木事務所から同事業の計画が提出

されたことを受けて、文化課では１９９９（平成１１）年度

に遺跡台帳の照合と現地踏査を実施した。

鷹ノ原城跡は町指定史跡で重要な遺跡であり、確

実に三の丸平場及び斜面が掘削されることが判明し

たため、今後の措置として、工事施工の上で埋蔵文

化財包蔵地を掘削する地域については、発掘調査が

必要である旨を玉名土木事務所へ通知した。

２ 発掘調査の進捗

調査は２０００（平成１２）年５月１５日より調査着手。調

査面積は約２，１００�で、旧地形は三の丸平場にあた

る畑と斜面にあたる杉林であるため、特に斜面地に

試掘を入れて調査区の絞り込みを行い（約１，１００�）、

最終的に調査区を５つに分けて、発掘調査を行った

（第１図）。調査地区の名前は標高の高い所から低い

方へ順番で命名した。遺跡は三の丸平場にあたる�

区が中心で、近世の墓壙、中世の溝、柱列などを中

心に、遺構の密度はそれほど高くなかった。調査は

順調に進んで２０００（平成１２）年の９月１９日には調査の

全日程を終了した。

３ 調査の組織

【２０００（平成１２）年度 発掘調査】

調査責任者 阪井大文（文化課長）

島津義昭（課長補佐）

調査総括 江本 直（主幹兼調査第２係長）

調査担当 水野哲郎（文化財保護主事）

田中智宏（嘱託）

水上 仁（嘱託）

調査事務局 川上康治（課長補佐）

中村幸宏（主幹兼総務係長）

廣瀬泰之（参事）

上村修治（参事）

杉村輝彦（主事）

調査協力者（敬称略）

松下孝之（土居ヶ浜遺跡人類学ミュージアム館長）

【２００１（平成１３）年度 報告書作成】

整理責任者 阪井大文（教育審議員兼文化課長）

島津義昭（課長補佐）

整理総括 木崎康弘（調査第２係長）

整理担当 水野哲郎（文化財保護主事）

堤 ゆき（嘱託）

整理事務局 小田信也（課長補佐）

中村幸宏（主幹兼総務係長）

廣瀬泰之（参事）

杉村輝彦（主事）

調査協力者（敬称略）

松下孝之（土居ヶ浜遺跡人類学ミュージアム館長）

坂本重義（南関町教育委員会）

第２節 調査の方法と経過

１ 調査の方法

調査区が斜面地を含む範囲であり、遺構の存在が

確実に予想される三の丸平場まで重機を運び上げる

方法がなかったため、玉名土木事務所と協議の上、

先行して工事用道路の範囲の確認調査を行うことに

した。

まず、斜面地をくまなく踏査し、遺構の存在が予

想されるところに３１のトレンチを設け（第１図）、

確認を行った。当該地は急傾斜地であり、杉林とし

て利用されていたため、確認調査は全て手掘りで行

った。その結果、２、４、８、１０、１１、１５トレンチ

は厚い泥炭層が堆積した沼地であることが判明し、

２１、２４、２６、２７、２９、３０以外の傾斜地には遺構が存

在しないことを確認した。その後、遺構または遺物

を確認した地点を中心に�～�区の調査区を設けて

発掘調査地域とした。絞り込み以外の地域について

は随時工事立会を行った。

�、�、�区については重機、�、�区について

は手掘りによる表土剥ぎを行い、作業員の手作業に

よる清掃を行った。引き続き、実測図作成のために、

国土座標に基づく点を基準にグリッドを調査区内に

設定した（第５図）。設定したグリッドの一辺の長

さは１０ｍであり、これを大グリッドと呼ぶ。また、

北東を遺跡の上にしてそれぞれの大グリッドには左

第�章 調査の概要

－１－



１Ｔ
�

2Ｔ
�

４Ｔ
�

８Ｔ
�

１０
Ｔ
�

１１
Ｔ
�

１５
Ｔ
�

１４
Ｔ
�

１３
Ｔ
�

１２
Ｔ
�

１６
Ｔ
�

１７
Ｔ
�

９Ｔ
�

１９
Ｔ
�

２０
Ｔ
�

２１
Ｔ
�

２４
Ｔ
�

２２
Ｔ
�

２３
Ｔ
�

２６
Ｔ
�

２７
Ｔ
�

３１
Ｔ
�

２８
Ｔ
�

２９
Ｔ
�

２５
Ｔ
�

３０
Ｔ
�

Ⅱ
区
�

Ⅰ
区
�

Ⅲ
区
�

Ⅳ
区
�

Ⅴ
区
�

１８
Ｔ
�

７Ｔ
� ６Ｔ
�

５Ｔ
�

3Ｔ
�

第１図 トレンチ設定図（１／１０００）
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第２図 道路設計画
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から右にＡ～Ｆ、上から下へ１～９までの番号を振

り分け遺構の場所を示す基準とした。

�区において表土剥ぎは、白色粘土に覆われた整

地層でまで除去を行い、精査をした後、黄褐色粘土

層まで行った。他の調査区は黄褐色粘土層まで地層

を除去をした後、遺構検出を行った。

遺構には柱列、溝、墓壙、土坑、不明遺構などが

あった。以下、それぞれについて調査方法を示す。

柱列は、調査区の清掃後に柱穴を観察し、柱穴の

大きさ、埋土の状態、柱穴の配列・間隔などを考え

併せて単位を確定した。それぞれの柱穴について埋

土を半裁し、堆積状況を観察した上で平面図・断面

図を完成させた。実測方法は、グリッドにあわせた

図面で平面図をとった。実測図の縮尺率は１／２０で

ある。

溝の調査は、遺構の平面形を確認の後、土層の堆

積状況を確認するためのベルトを残して発掘を行っ

た。その後に土層の堆積状況を確認し、土層断面図

と平面図を作成。縮尺率は１／２０である。

墓壙・土坑及び不明遺構は、清掃後に遺構のプラ

ン、切り合い等を確認し、遺構の形に合わせて縦及

び縦横方向にベルトを設定し、発掘を進めた。残さ

れたベルトより堆積土層を確認して写真撮影の後、

平面の一部と土層断面図を作成した。ベルトの撤去

後に平面図を完成して遺物を取り上げ、完掘写真を

撮影した。

写真はモノクロとカラースライドの２種類で撮影

した。写真機の種類は３５�の一眼レフを用いた。撮

影はそれぞれの遺構について２方向から２枚ずつを

基本としている。また、調査の最終段階でセスナに

よる空中撮影を行った。

２ 調査の経過

本調査は２０００（平成１２）年の５月より始まり、９月

に終了している。調査の経過は以下のとおりである。

【５月】

・確認調査開始。道路沿いの平地は重機による掘

削を行うが、泥炭が厚く、谷部であることがわ

かる。

・三の丸平場の竹藪を伐採。マムシが多くて危険。

・傾斜地の確認調査が２４Ｔまて終了し、伐採した

樹木を切り出すための仮設道路建設開始。

・�区調査に着手。土坑、柱穴を検出。

【６月】

・�区調査終了。

・確認調査の結果�、�、�区を新たに調査地に

加える。

・�区の確認調査で白色粘土の整地層を確認。重

機による表土剥ぎを行い、整地層でとめる。

・�、�区調査終了。

【７月】

・�区北側の墓域の調査に着手。

・�区整地層の確認、記録を行う。遺構はなく、

再び重機によりロームまで掘り下げを行う。

・Ｅ－３、４区、Ｄ－４区良好な縄文の包含層が

あることが判明。グリッドを細かく分けて発掘

することにする。

・�区調査終了。

【８月】

・溝、柱列などの遺構調査。

・墓壙の遺構調査。

・土居ヶ浜遺跡・人類学ミュージアムの松下孝幸

先生に来跡していただき、墓壙の調査方法など

について御指導を賜る。

【９月】

・�区調査終了。

・セスナによる空中撮影。
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第�章 遺跡の概要

第１節 遺跡の環境

１ 地理的環境

南関町は熊本県北端に位置し、福岡県と境を接す

る。大津山、二城山、小岱山、三池山などの小山系

により県境、町境を作り、その間を縫って、関川、

内田川が流れる。集落は盆地状地形の上に位置し、

水田もその周辺に展開する。そのうち、三加和町、

大牟田との境界を作る大津山は「三郡変成岩」より

なり、その南西部、町域の大部分は「Ａｓｏ－４火

砕流堆積物」よりなる。灰色～白色の軽石、火山灰、

岩片からなる非溶結火砕流堆積物とそれらの溶結層

である溶結凝灰岩からなる。町域の主な部分は、河

川により浸食された谷が溶結凝灰岩の台地が入り組

み、複雑な様相を呈している。

調査地は、関町の南関町役場北側に、東西に長く

伸びる標高１００ｍほどの溶結凝灰岩の台地上にある。

長尺な台地を４本の人工的な「堀切」で分断して城

域を作り、東から二の丸、本丸、三の丸の配置とな

る。城の南側裾野部に城下町として関町が形成され

た。熊本から山鹿を通って北上してきた街道は、町

屋敷の中に入って３カ所で屈曲し、道の両側短冊型

地割りとなっている。城の裏手に当たる北側には、

長谷という深い谷が東西に長く横たわり、天然の要

害となっている。

２ 歴史的環境

中・近世を中心に南関の地は、律令国家の官道が

通り、その駅舎である「大水駅」は大津山と推定さ

れている。大津山山麓には関所があり、古来より肥

後・筑後境の表玄関としての役割を果たした。町名

は大津山関の南の地に由来し、「みなみのせき」と

称されていた。

大津山城（�ケ嶽城）は南北朝期には存在してい

ることが『三池文書』『阿蘇文書』などによってわか

る。応永年間に入ると、大津山氏が土着し、城主と

なったことを近世編纂の『古城考』は伝えている。

昭和４７年の大津山自然公園設置計画に伴う確認調査

では、一辺が６０ｍほどの方形の館跡や、長屋、家屋

などが発見されている。加藤時代に入ると、加藤正

次が城代となるが、慶長５（１６００）年に新城を南方の

鷹ノ原に築いて移り、廃城にした。新城の当時の呼

称は「関ノ城」もしくは「南ノ関城」であったこと

が、近世初期の資料でわかるが、江戸中期以降の『肥

後国志』などの資料では、地名が「高原」であった

ことから、「高原城跡」「鷹原城跡」と呼ばれるよう

になったものと思われる。一説には加藤清正自身の

縄張りによるとも言われるこの城は、周辺に曲郭を

配し、平場の面積だけでも９０，０００�を測る広大なも

のである。同城も、元和元（１６１５）年の一国一城令に

よって廃城となる。「鷹ノ原城」は平成７年より南

関町により発掘調査が行われており、これまでに、

本丸の平場が５ｍの盛り土で造成が為されているこ

と、本丸西側に石垣が存在すること、破城にともな

う石垣の破壊方法が看取できること、本丸北側に隅

櫓跡らしい柱列を確認したことなどが報告されてい

る。

第２節 遺跡の概要

今回の調査は、県道大牟田・南関線の本線部分と、

取り付け道路の部分である（第２図）。斜面地につ

いては石垣や柵、竪堀、横堀などの防御施設の存在

を想定してトレンチ調査を行ったが、その存在を確

認することはできなかった。

三の丸平場では表土と黒ボク土の下に白色粘土に

よる整地層を確認することができた。これは近世以

降の整地層と思われ、窪んだ部分にも白色粘土を入

れ込んで、平坦面を作り出している。同近世面には、

調査区北側の張り出し部に墓域を確認した。遺構の

形成は数代に及ぶようだが、整然と並んだ墓を始め、

２３基の墓壙を発掘した。近世初期の集団墓として、

その形態や成立過程、また、形質人類学的に近世人

の様子を知る資料として貴重なものと言える。

整地層の下には中世末の溝や柱列などを検出した。

遺物より鷹ノ原城に伴うものと思われ、三の丸端部

の様子を示す遺構である。また、１３世紀代の遺物も

まじり、中世前期からの遺跡の存在も窺われ、興味

深い。
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第３図 周辺遺跡地図（１／５００００）
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第１表 周辺遺跡地名表
遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
１ 鷹ノ原城跡（南関新城） 関町城原 中世 城 平城、現畑地、本丸・二・三丸・曲輪あり
２ 正法寺跡 関町城平 中世 寺社 大津山資基建立
３ 義治館跡 関東金井川 中世 包蔵地 柱穴検出
４ 大津山城跡 関東城平 中世 城 大津山氏居城
５ 神応寺跡 関東金井川 中世 寺社 大津山社々僧、本地堂、十一面観音
６ 毘沙門堂跡 関東楮原 中世 寺社
７ 陣の平 久重陣太良 縄文 包蔵地 石鏃、開墾地
８ 菖蒲谷窯跡 久重菖蒲谷 古墳～平安 生産 須恵窯、八角目峠の麓
９ 野中 野中 古墳～平安 包蔵地 須恵器包含
１０ 陣の平城跡 久重陣平 中世 城 中世城跡
１１ 小代焼・堀池園窯跡 関町堀池園 近世 生産 小代窯、破片多い、個人宅地内
１２ 馬場の原 関東堂園 縄文～中世 包蔵地 石鏃
１３ 藤の尾 関下大手原 縄文～中世 包蔵地 石匙・石斧
１４ 白毛原 白毛原ほか 縄文～中世 包蔵地
１５ 南関番所跡 関町町屋敷 近世 包蔵地 上下番相向、跡を止めず
１６ 沓掛 関下沓掛 縄文 包蔵地 石斧
１７ 障子嶽城 関東障子嶽・福山 中世 城
１８ 色木山城 関町上城・下城 中世 城
１９ 城ノ原官軍墓地・東光院跡 関町城原 近世・近代 墓地 県 城の本丸跡に明治２５年５月建設
２０ 水浄寺跡 関下下津留 中世 寺社
２１ 御茶屋跡 関町防田 近世 包蔵地
２２ 八塚 関下八塚 中世・近世 供養塚 蔚山戦死者８人の供養塚
２３ 御高札場跡 関町町屋敷 近世 高札場
２４ 知足院跡 関東瓦屋敷 中世 寺社
２５ 柴尾山西福寺跡 関町樽々 中世 寺社 悟真寺隣
２６ 悟慎寺浄業山放光院跡 関町樽々 中世 寺社
２７ 鯉の鮓城跡 相谷峠 中世 城 天文年中、臼間野宗郷築く（五位の巣）
２８ 小原城跡 小原小山 中世 城 中世丘城
２９ 光善寺跡 小原光善寺 中世 寺社
３０ 清東寺跡 相谷清東寺 中世 寺社
３１ 八角目古墳群 久重八角目 古墳 古墳 横穴石室墳３基円墳
３２ 八角目 久重八角目 縄文 包蔵地 石鏃・石匙・丸石・石斧
３３ 荒井 久重荒井 縄文 包蔵地 石斧、表採
３４ 落合 久重臼杵尾 縄文～中世 包蔵地
３５ 白毛原せんだん塚 細永白毛原 中世 墳墓 封土、伝伊倉宮始、菊池氏戦死地
３６ 白毛原山伏塚 細永白毛原 近世 墳墓 寛文１２年板碑あり
３７ 平砂 上長田平砂 縄文 包蔵地 石鏃
３８ 永見田 上長田永見田 縄文 包蔵地 石鏃・土錘
３９ 日の浦 上長田日の浦 弥生 包蔵地 蛤刃磨製石斧
４０ 西平 上長田西平 縄文 包蔵地 石鏃・石錘
４１ 尾崎 上長田（通称尾崎） 弥生 包蔵地 鉄器・弥生土器片
４２ 寺島 上長田寺島 縄文 包蔵地 石鏃
４３ 十善寺 久重十善寺 縄文 包蔵地 石鏃・石斧
４４ 坂本 上長田坂本原ほか 縄文 包蔵地 石鏃
４５ 十善寺横穴群 久重十善寺 古墳 古墳
４６ 久重口下番所跡 久重琵琶瀬 近世 包蔵地 下番役人２人
４７ 鳴石正応の板碑 上長田前田 中世 石造物 集合成梵字、正応五年銘
４８ 鳴石一石二面板碑 上長田前田 中世 石造物 左阿弥陀三尊・右釈迦三尊
４９ 前田 上長田前田・楠瀬 縄文 包蔵地 石鏃
５０ 城の尾城跡 久重城尾 中世 城
５１ 穴の口 上長田穴の口 縄文 包蔵地 石匙・石鏃・石斧
５２ 宮ノ脇 上長田宮ノ脇 縄文～中世 包蔵地
５３ 竹泉庵跡 久重百堂 中世 寺社
５４ 上長田地下式横穴 上長田源太 古墳 古墳
５５ 坂本山長徳寺跡 上長田坂本 中世 寺社
５６ 泉福寺跡 上長田岡 中世 寺社
５７ 木原 細永木原 弥生 包蔵地 鉄斧・弥生土器
５８ 安原の六地蔵 西豊永次郎丸 中世 石造物 明応九年（１５００）銘・夫婦木新蔵建立
５９ 岩薬師磨崖仏 細永山添 中世 石造物 龕薬師、脇侍２対十二神将浮彫
６０ 豊永 東豊永向原 縄文～中世 包蔵地
６１ 相谷向原 相谷向原 縄文 包蔵地 十字石・石斧・砥石・石包丁・環状石器
６２ 北坂の上 東豊永馬場ほか 弥生 包蔵地 弥生土器片多数
６３ 油出 東豊永油出 縄文 包蔵地 縄文（押型）
６４ 塚原 肥猪塚原 弥生～平安 包蔵地 弥生後期、土師器
６５ 塚原古墳 肥猪塚原 古墳 古墳 円墳・『玉名郡誌』に見る丹子塚か
６６ 向原 東豊永向原 縄文～弥生 包蔵地 縄文・弥生土器
６７ 肥猪町官軍墓地 肥猪町十時 近代 墓地 県 明治２５年５月１４日建設・墓碑１３９基
６８ 境原屋敷跡 肥猪町境原 中世 包蔵地
６９ 面頓寺跡 肥猪町面頓寺 中世 寺社
７０ 天福寺跡 肥猪鯉尻 中世 寺社
７１ 禅安寺跡 東豊永桑水 中世 寺社
７２ 相谷の山伏塚 相谷堂突 中世 墳墓
７３ 二百国司の館跡 肥猪中原 中世 包蔵地
７４ 肥猪町御茶屋跡 肥猪町居屋敷 近世 包蔵地
７５ 禅了寺跡 肥猪前畑 中世 寺社
７６ 今村岩ヶ下横穴群 今岩ヶ下 古墳 古墳 約１３基・保存よい
７７ 高久野 高久野後田 縄文 包蔵地 石鏃
７８ 中尾丸の跡 今中尾 中世 城 今村豊後守・墳墓１基あり
７９ 安福寺跡 高久野原 中世 寺社 観音堂あり・五輪塔多数出土
８０ 三角山経塚 西豊永大迫原 中世 経塚 塚上に石碑・文明５年七部経埋納
８１ 宮の前 東豊永宮の前 弥生 包蔵地 弥生櫛目文・石鏃
８２ 来光寺の五輪塔 西豊永立屋敷 中世 石造物 町 本堂前にあり
８３ 大迫の六地蔵 西豊永大迫原 中世 石造物 永正１５年外・長銘文多種の浮彫りあり
８４ 前村家板碑 関町居屋敷 中世 石造物 阿弥陀浮彫り・下坂下井手から移転
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遺跡番号 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備考
８５ 中塚城跡 西豊永塔ノ下 中世 城
８６ 地福寺跡 西豊永来光寺 中世 寺社
８７ 福巌院跡 細永巌 中世 寺社
８８ 岩田山隆光寺跡 今増永 中世 寺社
８９ 来迎寺跡 西豊永来光寺 中世 寺社
９０ 道場跡 西豊永安の原 中世 寺社
９１ 金剛寺跡 上坂下金剛寺 中世 寺社
９２ 東原 上坂下東原 弥生 包蔵地 銅鉾出土地
９３ 駄の草城跡 肥猪駄草 中世 城
９４ 日光山済福寺跡 肥猪西居屋敷 中世 寺社
９５ 五葉山寛元寺跡 肥猪西居屋敷 中世 寺社
９６ 平等寺跡 肥猪池井川 中世 寺社
９７ 清浄寺跡 肥猪三ツ枝 中世 寺社
９８ 三宝寺跡 肥猪上猿ヶ浦 中世 寺社
９９ 小代焼窯跡小代瓶焼窯跡 宮尾東山田 生産 県 小代山北中腹、保存良好、５連房
１００ 大谷製鉄跡 宮尾西小代・東小代 生産 ３基発見、２基消滅
１０１ 鬼王浦ん谷 上坂下鬼王（浦ん谷） 包蔵地 石鏃、単独発見
１０２ タキノバル古墳 高久野原 古墳 古墳 小塚あり、触れるとたたられる
１０３ 西ノ原 関町西ノ原 弥生 包蔵地 弥生・土器片
１０４ 鷹ノ原 関町鷹ノ原 弥生 包蔵地 弥生・土師器片
１０５ 東小代製鉄跡 官尾東小代 古代 生産 ２ヵ所スラッグあり
１０６ 十時 肥猪町十時 弥生 包蔵地
１０７ 奈木野城跡 小原城ヶ下 中世 城
１０８ 堀殿（ほっどん） 上長田源太 中世 城 空堀・土塁
１０９ 琵琶瀬 久重琵琶瀬 弥生 包蔵地 弥生後期
１１０ 小原 小原 弥生～古代 包蔵地 弥生・須恵器・土師器
１１１ 関村前田 関村前田 中世 包蔵地 土師・青磁片、掘立建物
１１２ 金敷原 和仁金敷原 縄文～弥生 包蔵地 縄文～弥生時代の土器・石器が表採される
１１３ 金敷原石棺 和仁金敷原 古墳 古墳 ２基、現地に供養塔
１１４ 田中城跡 和仁古城 中世 城 県 和仁氏の居城、天正１５年１２月５日落城
１１５ 田中城下横穴�群 和仁古城 古墳 古墳 １４基、小型もあり、風化が多い
１１６ 田中城下横穴�群 和仁古城 古墳 古墳 １４基、小型もあり、風化が多い
１１７ 簾置城跡 西吉地簾置 中世 城
１１８ 今古閑城跡 西吉地竹本 中世 城 小森城の別名あり、伊津野氏居住
１１９ 中林横穴群 中林辻 古墳 古墳 ３基（中林六地蔵が含まれる）
１２０ 辺春能登守親行の墓 西吉地村 中世 墓 坂本城主、和仁氏の姉婿、国衆一挨に加担
１２１ 村 西吉地村 古墳 包蔵地 昭和４５年古墳時代の土師器出土
１２２ 中林六地蔵 中林辻 中世 石造物 中林横穴群３基中の１つに破片あり
１２３ 城の平城跡 上板楠浦部 中世 城 田中城を見下ろす（浦部城の平陳跡）
１２４ 柳川惟満の墓 上板楠浦部 中世 墓 城の平城関係の武士か
１２５ 岡原 上板楠岡の原 弥生～近世 包蔵地 弥生後期の土器中心
１２６ 岡原城跡 上板楠岡の原 中世 城 天文年間、板楠豊後守平景貞などが在城
１２７ 岡横穴群 上板楠岡の原 古墳 古墳 １０数基、ほとんどは防空壕・物置に転用
１２８ 岡古墳 上板楠岡の原 古墳 古墳 安山岩板石露出
１２９ 門出の六地蔵 上板楠門出 中世 石造物 六地蔵板碑
１３０ 畔地の六地蔵 上板楠畔地 中世 石造物
１３１ 大津山家稜の墓 西吉地古閑 中世 墓地 大津山城主
１３２ 神尾城跡 大田黒東川 中世 城 大津山氏の城といわれる
１３３ 西光寺 板楠 寺社 県 木造薬師如来座像が県指定
１３４ 啌の前支石墓群 平野啌の前 古墳 埋葬 ２０数基、未調査のため詳細は不明
１３５ 啌の前 平野啌の前 古墳 古墳 数基あるといわれるが、詳細は不明
１３６ 松尾 平野松尾 縄文～古墳 埋葬 黒髪式の甕棺３基、縄文早・晩期、弥生後期
１３７ 城ン原城跡 平野年の神 中世 城 年の神城跡、城主、年代不明
１３８ 石坂城跡 大田黒石坂 中世 城 ８８mの山頂近くに伝藤原藤房墓あり
１３９ 田中城岩地蔵 和仁古城 中世 石造物 町 一尊六地蔵、文明３年の碑
１４０ 高畑の六地蔵 大田黒東川 中世 石造物 奉寄進六地蔵、文政３年７月吉日左三次銘
１４１ 六四郎眼鏡橋 西吉地福田 近代 建造物 大正４年３月、小山世作・小山市松の作
１４２ 山森横穴 西吉地山森 古墳 古墳 １基
１４３ 金栗瀬助翁の墓 中林杉谷 近代 墓 町
１４４ 坂梨弥吾助の墓 中林豆塚 近世 墓 山森阿蘇神社を勧請
１４５ 上東六地蔵 上板楠宮前 中世 石造物 奉建立文政三歳正月吉日陶山鞘エ門と刻む
１４６ 上東の眼鏡橋 上板楠宮前 近世 建造物 上板楠神社の参道に架かる
１４７ 陣内横穴群 上板楠陣内 古墳 古墳 ２基
１４８ 小次郎丸の石塔群 大田黒小次郎丸 中世 石造物 約４０基の五輪塔、宝篋印塔の一部など
１４９ 小屋敷の六地蔵 大田黒小屋敷 中世 石造物 大田黒黒原三右衛門、享保１９年銘
１５０ 神尾山墓地 大田黒東川 近世 墓地 吉弘加左衛門尉源正直夫妻および正葉の墓
１５１ 上津田（苧生田）の六地蔵 上津田陳内 中世 石造物 町 文明８年丙申１２月１４日の銘記あり
１５２ 糸川少助源直道の墓 平野出目 近世 墓 細川家に仕えた糸川直光の７代目
１５３ 中原地蔵板碑 平野中原 中世 石造物 町 長禄２年、為妙祐禅尼廿五回也の銘
１５４ 七郎神 西吉地塩井谷 近世 石造物 坂梨七郎右衛門を祀る。
１５５ 岡の六地蔵 上板楠岡の原 中世 石造物 檀邦平景貞、景次その他数十名の法名
１５６ 城ン原 平野年の神 弥生 包蔵地 昭和４３年、甕棺数基出土
１５７ 隆恩寺跡 江栗浦川 中世 寺社
１５８ 西山田 下津原山田 縄文 包蔵地 縄文
１５９ 江栗・城の尾城跡 江栗城尾 中世 城
１６０ 下津原 下津原西原 古墳 埋葬
１６１ 西葉山塚箱式石棺群 下津原堂の上 古墳 埋葬 箱式石棺
１６２ 下津原西六地蔵 下津原西原 中世 石造物 町 １基
１６３ 西五輪塔 下津原西原 中世 石造物
１６４ 金光寺跡 下津原本村 中世 寺社
１６５ 堂の上寺跡 下津原堂の上 中世 寺社
１６６ 下津原上西原箱式石棺群 下津原上西原 古墳 埋葬
１６７ 堂の上古墳 下津原堂の上 古墳 古墳
１６８ 江栗面頓寺 江栗 弥生時代中期 包蔵地
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第３節 遺跡の層位と包含層

本遺跡は城域ということもあり、三の丸平場にあ

たる部分と傾斜地で、人工的な造成を受けた地域か

らロームが露出した地域まで様々である。場所によ

って層位の厚薄はあるが、基本的におさえることが

できる層位は次のとおりである。

�層 表土

�層 黒ボク土

�層 白色粘質土

本来Ｘ・Ｘ�層にあたり、�区の一部に見られ、

�、�区など、かなり下位より産するものであ

る。近世以降の整地と思われる。

�ａ層 暗褐色土

粘質で締まる。カーボン等の混じりが多い。中

世末の包含層

�ｂ層 黒褐色土

粘質だが砂性の土。中世の包含層。

�層 褐色土

細かなシルト層で粘質。縄文の包含層。

�層 淡褐色土

ニガ土のブロックが混じる。

�層 灰褐色粘質土

シルト状で柔らか。

�層 にぶい橙色土

粘性を持つ。細かなシルト状。

�層 橙色土

きめ細かな砂質で、サラサラしている。

	層 灰黄白色土

粘性を帯び、白色粘質土のブロックや、鉄分の

堆積がある。


層 灰色土

黒色、白色の粘土塊が混じり、粘性を帯びる。

�層 暗灰色土

灰色の粘土ブロックが混じり、固い。砂質でし

まりがある。
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第４図 鷹ノ原城地形測量図
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第�章 調査とその成果

第１節 遺構

１ はじめに

トレンチ設定による確認調査の結果しぼり込んだ

調査区は、三の丸の北西隅にあたる平場（�区）と、

その周辺の狭い平場（�～�区）である。�区は３０

�ほど表土を除去したところ、白色粘土を一面に敷

いた整地層が現れた（第６図）。この粘土は調査区内

に産するものではなく、他所から持ち込まれ、人為

的に整地をされたものと思われる。大まかに東側に

は薄く、西側崖面近くには厚く堆積し、特に第６図

中のＡ－Ａ’で土層を確認したところでは１ｍ近い

堆積が見られ、意図的に平坦にした様子を見ること

ができる。整地層上面の遺物からも近世以降の造成

と思われ、破城以降の造成と考えられる。造成面で

は北側に墓壙の集中があった。その後、造成面を除

去し、黄褐色粘質土で遺構を検出したところ、１５～

１６世紀段階の柱列、溝が確認された。溝からは鷹ノ

原城に伴う瓦なども出土し、当該城域を示す遺構と

思われる。ここでは、それらを遺構ごとに紹介をす

る。

２ 柱列（ＳＡ）

ＳＡ０１（第５、９図）

�区南側（Ｅ－２区）に位置する遺構。東西に軸

をとり、傾きはＥ２５°Ｓ。

柱間寸法は２．０ｍ（６．７尺）＋２．３ｍ（７．７尺）。

柱穴は直径約２０�、深さ２３～４０�である。柱穴下

端のレベルはほぼ一定である。

ＳＡ０２（第８、９図）

�区中央（Ｄ－５・６、Ｃ－６区）に位置する遺

構。南北に軸をとり、傾きはＮ３２°Ｅ。

柱間寸法は１．２ｍ（４尺）～２．４ｍ（８尺）。

柱穴は直径約２５～６０�、深さ１０～２０�である。柱

穴下端のレベルはほぼ一定である。

ＳＡ０３（第８、９図）

�区中央（Ｄ－６区）に位置する遺構。南北に軸

をとり、傾きはＮ３０°Ｅ。

柱間寸法は２．４ｍ（８尺）＋２．７ｍ（９尺）。

柱穴は直径約２０～３０�、深さ１０～２５�である。柱

穴下端のレベルは一定しない。

ＳＡ０４（第８、９図）

�区中央（Ｄ－５・６区）に位置する遺構。南北

に軸をとり、傾きはＮ２８°Ｅ。

柱間寸法は１．３ｍ（４．３尺）～３．０ｍ（１０尺）。

柱穴は直径約２０～５０�、深さ２０～４０�である。柱

穴下端のレベルは一定しない。

３ 溝（ＳＤ）

ＳＤ０１（第８図）

�区東の調査区外から南西に流れる溝。ＳＤ０２を

切っている。三巴文軒丸瓦や丸瓦（写真図版２８）な

どが出土し、鷹ノ原城跡に伴う遺構と考えられる。

最大幅は約５０�で、最大深度は４０�である。おおま

かに逆台形の掘り方を持つが、底面の荒れている部

分もある。

ＳＤ０２（第８図）

�区西側に位置し、南から北に流れる溝。Ｄ－５

区でＳＤ０３に切られる。最大幅は約１．０ｍで、最大

深度は６０�である。南側では幅が狭く、北では幅を

広げるが、西側への造成土と混土しており、ある時

点より、西側肩を失っていたようである。おおまか

に緩い逆台形の掘り方を持つ。

ＳＤ０３（第８図）

�区東側に位置し、南から北に流れる溝。Ｄ－５

区でＳＤ０２を切る。最大幅は約６０�で、最大深度は

３５�である。北側では流路も明確でなく、浅くなっ

ているが、谷を巻くようにして、東側へ曲がってい

たようである。おおまかに緩い逆台形の掘り方を持

つ。

４ 墓壙（ＳＴ）

ＳＴ０１（第１０図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。長軸約１．３５ｍ、

短軸０．８ｍの隅丸長方形のプランを持つ。長軸を南

北にとり、傾きはＮ２５°Ｗ。削平を受けており、深

さは約２０�と浅い。人骨の頭部、脚部が遺存し、仰

臥屈葬の姿勢であると思われる。
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ＳＴ０２（第１０図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。長軸約１．１ｍ、

短軸０．９ｍの長方形のプランを持つ。長軸を南北に

とり、傾きはＮ２０°Ｅ。深さは約４５�。人骨の頭部、

脚部が遺存し、埋葬姿勢は不明である。鉄釘が出土

し、土層より痕跡が確認できたことから木棺墓と思

われる。

ＳＴ０３（第１１図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。長軸約１．３ｍ、

短軸１．０ｍの隅丸長方形のプランを持つ。長軸を南

北にとり、傾きはＮ１５°Ｅ。深さは約９０�。人骨が

良好な状態で出土し、西向きの側臥屈葬の姿勢であ

ることが確認できる。鉄釘が出土し、土層より痕跡

が確認できたことから木棺墓と思われる。

ＳＴ０４（第１２図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。ＳＴ２０を

切る。長軸約１．４ｍ、短軸１．１ｍの隅丸長方形のプラ

ンを持つ。長軸を南北にとり、傾きはＮ１０°Ｅ。深

さは約１ｍ。人骨が良好な状態で出土し、仰臥の姿

勢であることが確認できる。鉄釘が出土し、土層よ

第９図 SA０１、０２、０３、０４遺構実測図（１／８０）
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り痕跡が確認できたことから木棺墓と思われる。

ＳＴ０４、１２、２０の周辺は西側に階段状の堀方を持

つ、広い土坑状の遺構が広がっている（第１４図）。埋

土は、鳥栖ロームの下層にある灰黄褐色土が混ざり、

三の丸の平場では見られないものである。調査区で

言えば�区の標高で見られるもので、この付近の埋

設時にわざわざ持ってきたと考えられる。ＳＴ０４、

１２、２０の墓壙群は、この土坑を切るように作られて

いる。

ＳＴ０５（第１６図）

�区中央北側（Ｄ－３・４区）に位置する。長軸

約１．３ｍ、短軸１．０ｍの隅丸長方形のプランを持つ。

長軸を東西にとり、傾きはＷ３０°Ｎ。深さは約９０�。

副葬品として直径３�ほどのガラス小玉が１３個出土

している。出土地点が手の位置であり、数珠と思わ

れる。鉄釘が出土したことから木棺墓と思われる。

ＳＴ０６（第１６図）

�区北側（Ｄ－３区）に位置する。長軸約１．１ｍ、

短軸０．８ｍの隅丸長方形のプランを持つ。長軸を南

北にとり、傾きはＮ１５°Ｅ。削平がひどく、深さは

約１８�。人骨の頭部、脚部が遺存するが、埋葬姿勢

は不明である。副葬品として直径３�ほどのガラス

小玉が５個出土している。出土地点が手の位置であ

り、数珠と思われる。

ＳＴ０７（第１６図）

�区北側（Ｅ－４区）に位置する。ＳＴ１５を切る。

第１２図 ST０４遺構実測図（１／２０）
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長軸約０．６５ｍ、短軸３．５ｍの隅丸長方形のプランを

持つ。長軸を東西にとり、傾きはＷ１５°Ｓ。深さは

約１５�。人骨の依存はない。プランは小さく、小児

墓と思われる。

ＳＴ０８（第１７図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。ＳＴ２１を切る。

長軸約１．１ｍ、短軸０．８５ｍの隅丸長方形のプランを

持つ。長軸を東西にとり、傾きはＷ２０°Ｎ。深さは

約１５�。人骨の依存はなかった。

ＳＴ０９（第１８図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。ＳＴ１７を切る。

長軸約１．１ｍ、短軸０．７ｍの長方形のプランを持つ。

長軸を東西にとり、傾きはＥ２５°Ｓ。大きく削平を

受けており、深さは約５�。人骨の遺存はなかった。

ＳＴ１０（第１８図）

�区北東隅（Ｅ－３区）に位置する。東側が欠落

しているが、長軸約０．８ｍ、短軸０．９ｍの隅丸方形の

プランを持つ。長軸を東西にとるものと思われ、傾

きはＷ１５°Ｎ。深さは約３０�。人骨の依存はなかった。

第１３図 ST０４、２０遺構実測図（１／２０）
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ＳＴ１１（第１９図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。長軸約

１．２５ｍ、短軸１．０ｍの隅丸長方形のプランを持つ。

長軸を南北にとり、傾きはＮ１０°Ｅ。深さは約７５�

で、段掘り状となり、北東隅と南西隅にテラスがあ

る。人骨が良好な状態で出土し、仰臥屈葬の姿勢で

あることが確認できる。鉄釘が出土し、土層より痕

跡が確認できたことから木棺墓と思われる。

ＳＴ１２（第１５図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。長軸約１．４

第１４図 ST０４、１２、２０遺構実測図（１／３０）
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ｍ、短軸０．９５ｍの長方形のプランを持つ。長軸を南

北にとり、傾きはＮ１５°Ｅ。深さは約７０�。人骨の

頭部、腕部、脚部が遺存し、仰臥屈葬の姿勢である

ことが確認できる。鉄釘が出土し、土層より痕跡が

確認できたことから木棺墓と思われる。

ＳＴ１３（第２０図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。ＳＴ１４を

切る。長軸約１．２５ｍ、短軸１．０ｍの長方形のプラン

を持つ。長軸を東西にとり、傾きはＷ２５°Ｎ。深さ

は約１５�。人骨の遺存はなかった。

ＳＴ１４（第２０図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。ＳＴ１３に

切られるが、約０．５ｍ四方の方形のプランを持つ。

深さは約１５�。人骨がばらばらの状態で出土し、集

第１５図 ST１２遺構実測図（１／２０）
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骨して再埋葬をしたものと思われる。

ＳＴ１５（第２１図）

�区北東隅（Ｅ－３・４区）に位置する。ＳＴ１９

を切り、ＳＴ０７に切られる。長軸約０．９ｍ、短軸０．６

ｍの不定の長方形のプランを持つ。長軸を南北にと

り、傾きはＮ４５°Ｅ。深さは約１０�。人骨の遺存は

なく、小児用の墓壙と思われる。

ＳＴ１６（第２２図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。ＳＴ２３を切る。

約１．２四方の隅丸方形のプランを持つ。深さは約６０

�。人骨が良好な状態で出土し、西向きの側臥屈葬

の姿勢であることが確認できる。鉄釘が出土し、木

棺墓と思われる。

第１７図 ST０８、２１遺構実測図（１／２０）
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ＳＴ１７（第１８図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。長軸約１．０５ｍ、

短軸０．９ｍの隅丸長方形のプランを持つ。長軸を南

北にとり、傾きはＮ０°Ｅ。深さは約７０�。人骨が

良好な状態で出土し、西向きの側臥屈葬の姿勢であ

ることが確認できる。鉄釘が出土し、土層より痕跡

が確認できたことから木棺墓と思われる。

ＳＴ１８（第２０図）

�区中央北側（Ｄ－４区）に位置する。長軸約

１．４５ｍ、短軸１．１ｍの隅丸長方形のプランを持つ。

長軸を南北にとり、傾きはＮ２０°Ｅ。深さは約４０�。

人骨の遺存はなかった。

ＳＴ１９（第２１図）

�区北東（Ｅ－３・４区）に位置する。ＳＴ１５に

切られる。長軸約１．３ｍ、短軸０．９５ｍの隅丸長方形

のプランを持つ。長軸を南北にとり、傾きはＮ２０°

Ｅ。深さは約７５�。人骨が僅かに遺存する。

ＳＴ２０（第１３図）

�区中央側（Ｄ－４区）に位置する。ＳＴ０４に切

られる。長軸約１．８ｍ、短軸１．０ｍの不定形な長方形

のプランを持つ。長軸を東西にとり、傾きはＷ７°

Ｎ。深さは約２０�。人骨の遺存はなかった。

ＳＴ２１（第１７図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。長軸約１．４ｍ、

第１９図 ST１１遺構実測図（１／２０）
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短軸１．０ｍの隅丸長方形のプランを持つ。長軸を南

北にとり、傾きはＮ１５°Ｅ。深さは約６０�。人骨が

良好な状態で出土し、仰臥屈葬の姿勢であることが

確認できる。鉄釘が出土し、土層より痕跡が確認で

きたことから木棺墓と思われる。

ＳＴ２２（第２２図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。約１．２ｍ四方

の隅丸方形のプランを持つ。深さは約３０�。人骨が

良好な状態で出土し、東向きの側臥屈葬の姿勢であ

ることが確認できる。鉄釘が出土し、木棺墓である

と思われる。

ＳＴ２３（第２３図）

�区北側（Ｅ－３区）に位置する。長軸約１．２ｍ、短

軸０．９ｍの隅丸長方形のプランを持つ。長軸を南北

にとり、傾きはＮ１５°Ｅ。深さは約３０�。人骨は僅かに

遺存する。鉄釘が出土し、木棺墓であると思われる。

５ 土坑（ＳＫ）

ＳＫ０１（第２４図）

�区北側（Ｅ－２区）に位置する。長軸約０．９ｍ、

短軸０．６５ｍの楕円形のプランを持つ。長軸を東西に

とり、傾きはＥ２５°Ｎ。深さは約２５�。

ＳＫ０２（第２４図）

�区北西側（Ｅ－２区）に位置する。長軸約１．０

ｍ、短軸０．７ｍの楕円形のプランを持つ。長軸を北

東－南西にとり、傾きはＮ４２°Ｗ。深さは約２０�。

ＳＫ０３（第２４図）

�区南側（Ｅ－２区）に位置する。ＳＫ０４を切る。

長軸約０．６５ｍ、短軸０．５ｍの楕円形のプランを持つ。

長軸を南北にとり、傾きはＥ０°Ｎ。深さは約２０�。

ＳＫ０４（第２４図）

�区南側（Ｅ－２区）に位置する。ＳＫ０３に切ら

れる。長軸約０．８ｍ、短軸０．５ｍの楕円形のプランを

持つ。長軸を東西にとり、傾きはＥ３０°Ｓ。深さは

約２０�。

ＳＫ０５（第２４図）

�区南側（Ａ－８区）に位置する。約１．０ｍのほ

ぼ円形のプランを持つ。深さは約２０�。

６ 不明遺構（ＳＸ）

ＳＸ０１（第２５・２６図）

�区南側（Ｂ－７・８区）に位置する。�区より

第２３図 ST２３遺構実測図（１／２０）
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第２４図 SK０１、０２、０３、０４、０５遺構実測図（１／２０）
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１８�

１９�

２１�

２０�

２２� ２� １�

６�
７�

８�９�１１� １０�

１�暗橙色土�
橙色土�
灰黄白色土�
褐色土�
暗褐色土�
黒褐色土�

明褐色土�
暗白灰色土�
明茶褐色土�
茶褐色土�
暗茶褐色土�
明黒褐色土�

淡褐色土�
灰黄色土�
暗灰黄色土�
淡黒褐色土�
黄褐色土�

暗黄褐色土�
黒灰色土�
黒色土�
黒色土�
白灰色土�

７�
８�
９�
１０�
１１�
１２�

５�

４�

２�

６�

３�

１�明褐色土�
褐色土�
暗灰褐色土�
暗茶褐色土�
明茶褐色土�

暗褐色土�
明灰褐色土�
暗褐色土�
白灰色土�

６�
７�
８�
９�

５�

４�

２�
３�

１３�
１４�
１５�
１６�
１７�

１８�
１９�

２１�
２０�

２２�

５�

４�
２�

１�

６�

７�

８�

９�

３�

９�
９�

０� ２m

３�

１７�１６�

段落ちした平場にある遺構で、東側斜面から幅約

１．０ｍの溝が西に向かって３ｍほど下り、先端に直

径１．０ｍほどの不定形土坑を作る。土坑の深さは、

竪方向に約１．５ｍあり、更に西方向にオーバーハン

グして深くなる。

ＳＸ０２（第６・７図）

整地層の白色粘土が厚く堆積したところで、南西

斜面に向かって、１ｍほどレンズ状堆積をする。

ＳＸ０３（第２７図）

�区南側（Ｃ－８区）に位置する。�区平場の端

に、焼土と共に、炉壁のような固まりが集中したと

ころ。掘り込み等は確認できないが、何らかの焼成

施設の残骸をまとめて捨てたものと思われる。

第２６図 SX０１土層断面図（１／４０）
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第２節 遺物

１ はじめに

大きく分けると、遺構より出土した遺物と、包含

層より出土した遺物に分けることができる。後者は

�ａ，ｂ層より出土した中世の遺物、�層より出土

した縄文の遺物とに分けることができる。ここでは、

遺物を軸に紹介をし、遺構に伴う場合は文中に触れ

る。�層より出土した遺物には、縄文晩期の粗製土

器の破片が出土したが、実測に足る物がなく、その

一部を写真で紹介するに留めた（写真図版）。石器は

実測に足る物を３４点ほど抽出したが、他の遺物につ

いては観察表を載せている（第２表）。遺物にはナン

バリングをしており、資料実見ができるようにして

いる。石器の取り上げは凡例どおり、５ｍ四方を最

小単位とするグリッド一括で行っている。

２ 旧石器・縄文の遺物

２８－１はＣ－８－ｄ区�ａ層より出土した剥片尖

頭器で石材は安山岩。

２８－２は�区より出土したナイフで石材は黒曜石。

２８－３は出土地点は不明のナイフ。石材は黒曜石。

２８－４は�区より出土したナイフで石材は黒曜石。

２８－５はＥ－３より出土した二次加工剥片で石材

は安山岩。

２９－１は３１トレンチより出土した石鏃で石材は黒

曜石。

２９－２は�区より出土した石鏃で石材は黒曜石。

２９－３はＣ－６－ｂ区�ａ層より出土した石錐で

石材は黒曜石。

２９－４はＥ－４－９区�層より出土したスクレイ

パーで石材は黒曜石。

２９－５はＣ－６－ｂ区�ａ層より出土したノッチ

ドスクレイパーで石材は黒曜石。

２９－６はＣ－５－ｄ区�ａ層より出土した石錐で

石材は黒曜石。

２９－７はＣ－６区�ｂ層より出土した楔形石器で

石材は黒曜石。

２９－８は�区より出土した楔形石器で石材は黒曜

石。

２９－９はＤ－６区�層より出土した楔形石器で石

第２７図 SX０３遺構実測図（１／２０）
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第２８図 出土石器実測図� （３／４）
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第２９図 出土石器実測図� （３／４）
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第３１図 出土石器実測図� （３／４、２／３）
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1

4

2

5

6

3

０� １０cm

材は黒曜石。

２９－１０はＤ－６－ｂ区�・�層より出土した楔形

石器で石材は黒曜石。

３０－１はＣ－６－ａ区�ａ層より出土した二次加

工剥片で石材は黒曜石。

３０－２は２７トレンチ（拡張部）�層より出土した

二次加工剥片で石材は黒曜石。

３０－３は２１トレンチ（西）�・�層より出土した

二次加工剥片で石材は黒曜石。

３０－４はｄ－６－ｂ区�ｃ層より出土した使用痕

剥片で石材は黒曜石。

３０－５は�区�層より出土した使用痕剥片で石材

は黒曜石。

３０－６はＤ－５区�層より出土した使用痕剥片で

石材は黒曜石。

３０－７はＥ－４－ｃ区�層より出土した磨石・敲

石で石材は安山岩。

３１－１はＤ－４－ｄ区�ｃ層より出土した石核で

石材は黒曜石。

３１－２はＥ－４－ａ区�ａ層より出土した剥片で

石材は黒曜石。

３１－３はＥ－４－ｂ区�層より出土した剥片で石

材は黒曜石。

３１－４はＥ－４－ｃ区�層より出土した剥片で石

材は黒曜石。

３１－５はＥ－４－ｃ区�層より出土した剥片で石

材は黒曜石。

３１－６はＥ－４－ｃ区�層より出土した剥片で石

材は黒曜石。

３１－７はＥ－４－ｃ区�層より出土した磨石・敲

石で石材は安山岩。

３１－８はＥ－３区より出土した敲石で石材は安山

第３２図 出土石器実測図� （３／４）
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第３３図 出土陶磁器実測図� （１／２）
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０� １０cm

岩。

３２－１はＣ－６－ｂ区�ａ層より出土した剥片で

石材は黒曜石。

３２－２はＥ－４区�層より出土した剥片で石材は

黒曜石。

３２－３はＥ－４区�層より出土した剥片で石材は

黒曜石。

３２－４は�区�層より出土した剥片で石材は黒曜

石。

３ 歴史時代の遺物

�輸入磁器

３３－１はＤ－５Ｃ区ＳＤ０２より出土の龍泉窯系青

磁碗�類の口縁部。外側面は鎬蓮弁。釉調は緑灰・

浅黄。

３３－２はＣ－６－ｂ区�層より出土の龍泉窯系青

磁碗�類の口縁部。外側面は鎬蓮弁と思われる。胎

土色調は暗褐色、釉調はオリーブ灰。

３３－３はＣ－５区�ａ層より出土の同安窯系青磁

皿�類の口縁部。口縁部に輪花を持つ。釉調は灰オ

リーブ・オリーブ黄。

第３５図 出土陶磁器実測図� （１／２）
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０� ５cm

１ �

０� １０cm

１ � ２ �

３３－４はＣ－７区より出土の染付碗の口縁部。釉

調は明オリーブ、染付部分は青灰に発色する。

３３－５はＤ－５－ａ区�ａ層より出土の景徳鎮窯

系染付碗の底部。残存部において高台接地面を残し

て施釉。釉調は明緑灰・リリーホワイト、染付部分

は紺青に発色する。

３３－７は８Ｔより出土の景徳鎮窯系染付皿の底部。

残存部において高台接地面を残して施釉。釉調はう

す水色・露草色、灰白・染付部分は濃藍に発色する。

３３－８は�区より出土の景徳鎮窯系碗の胴部下位。

釉調はブルーフォッシュ、染付部分は濃藍に発色す

る。

３３－９は染付皿の胴部。釉調は明緑灰、染付部分

は藍色に発色する。

３３－１０はＤ－５－ｃ�ａ層より出土の森田分類Ｄ

類白磁。胴部下位と高台部分を残し施釉。胎土は浅

黄色、釉調は灰白。

�国内産陶磁器

３３－６は１１Ｔより出土の肥前系染付皿の底部。残

第３７図 出土鉄器・青銅器実測図 （２／３）

第３６図 出土無文銭拓本 （１／１）
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存部において高台接地面を残して施釉。釉調は灰白、

染付部分は紺に発色する。

３３－１１は一括出土の肥前系染付。残存部において

高台接地面を残して施釉。見込に菊花文、内側面に

網目文、外側面に二重網目文を持つ。釉調は灰白、

染付部分は内面は濃藍、外面は浅はなだに発色する。

３３－１２は３０Ｔより出土の肥前系染付小碗（煎茶

碗）の底部。胴部下位に鋸歯状の文様を持つ。釉調

はパールホワイト、染付部分は紺青に発色する。

３３－１３はＣ－８－ａ区より出土の肥前系染付で蓋

の口縁部と思われる。口縁部の接地面部分は無釉。

外側面に区画と山水文を持つ。釉調は灰白、染付部

分は青灰に発色する。

３３－１４は西側一括出土の肥前系染付皿の底部。残

存部において蛇の目凹形高台部分を残し施釉。文様

は不明。釉調はリリーホワイト、染付部分は紺に発

色する。

３４－１は２１Ｔ東側より出土の肥前系染付皿の底部。

残存部において高台接地面を残して施釉。高台裏に

承台のハリ目痕が１ヶ所みられる。釉調は明緑灰、

染付部分はスマルト・濃藍に発色する。

３４－２は２５Ｔより出土の肥前系染付仏飯器の口縁

部。外側部に分格子文を持つ。胎土は灰白、釉調は

明オリーブ灰、染付部分は緑灰に発色する。

３４－３は３２Ｔ�層より出土の肥前系白磁紅皿の底

部から口縁部。型押し成形で外側面に唐草文を持つ。

口縁部から内面部に施釉。胎土は灰白、釉調は明緑

灰・ブルーフォッシュ。

３４－４はＳＴ１５出土の陶器の底部。残存部におい

て胴部下位から高台部分を残して施釉。

３４－５はＣ・Ｄ－８区より出土の京焼き風陶器、

器形は不明。外側面に文様を持つ。

３４－６はＤ－６－ｂ区層より出土の肥前系陶器皿

の底部。底径４．３�、高台接地面０．８�、高台３．８�。

残存部において胴部下位から高台部分を残して施釉。

内側面に草花文の鉄絵と胎土目積痕が３ヶ所見られ

る。胎土はにぶい赤橙・にぶい褐、釉調は灰、鉄絵

部分はエボニーに発色する。

３４－７は表採。陶器碗の底部で小代焼の可能性が

ある。復原高台６．２�。残存部において胴部下位・

高台を残して施釉。胎土はにぶい赤褐で白色の小礫

を含む、釉調はにぶい黄。

３４－８は２７Ｔ�層より出土の肥前系陶器皿の底部。

残存部において内側面に施釉、胎土目積痕が１ヶ所

見られる。胎土はにぶい橙、釉調は灰。

３４－９はＣ－８・Ｄ－８区�層より出土の肥前系

陶器皿の底部。残存部において胴部下位・高台を残

して施釉。胎土は橙、釉調は黄灰、灰オリーブ。１７

ｃ前。

３４－１０は１Ｔより出土の陶器小碗の底部。復原高

台３．４�。残存部において高台部分を残し施釉。高

台内に「小代」を丸で囲った刻印痕をもつ。胎土は

にぶい赤褐、釉調は暗オリーブ・黒褐・暗褐・灰白。

３４－１１は１Ｔより出土の陶器碗の底部で高台に焼

台が熔着している。焼台の径は５．１�。残存部にお

いて高台部分を残し施釉。高台内に「小代」を丸で

囲った刻印痕をもつ。胎土はにぶい赤褐、釉調はオ

リーブ褐。

３４－１２はＣ－７区層より出土の肥前系陶器小碗の

底部と思われる。底径３．３５�。底部は糸切高台。胎

土は明赤褐、内側面は灰赤に発色する。

３４－１３は２７Ｔ�・�層より出土の肥前系陶器碗の

底部。残存部において高台設置部分を残して施釉。

装飾は白土を用い、内側面には刷毛目を、外側面に

は蛍手と呼ばれる丸文を持つ。胎土は暗赤褐色、内

側面の色調はにぶい橙・刷毛目は灰褐、外側面の色

調は暗褐色・蛍手は灰白。

３４－１４は３１Ｔ�層より出土の陶器皿の底部。残存

部において高台設置部分を残して施釉。装飾は、内

側面に桜花文と唐草文の象嵌を持つ。色調は黒褐、

象嵌部分は灰白。

３５－１は２１Ｔより出土の陶器擂鉢の底部。内側面

に櫛目状の擂目。胎土はにぶい赤褐。

３５－２はＣ－８区層より出土の陶器擂り鉢の底部。

内側面に櫛目状の擂目。胎土はにぶい赤褐で白色小

礫を含む。

３５－３はＣ－８区より出土の陶器擂り鉢の胴部。

内側面に櫛目状の擂目。胎土はにぶい赤褐。

３５－４は２８Ｔ�層より出土の陶器甕の口縁部。口

縁部は内側に胎土を折り曲げて成形。胎土は灰褐、

第�章 調査とその成果
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色調はにぶい赤褐。

３５－５はＤ－７区より出土の陶器甕の胴部。残存

部において外側面に施釉、内側面に格子状の叩き目

痕を持つが、外側面はロクロ成形でなでてある。胎

土は暗褐色、釉調は暗褐色。

３５－６は２１Ｔ西�・�層より出土の陶器甕の胴部。

残存部において外側面に施釉、内側面に格子状の叩

き目痕を持つが、外側面はロクロ成形でなでてある。

胎土はにぶい橙、釉調は灰褐。

３５－７は２６Ｔ�層より出土の陶器甕の口縁部。口

縁部は内側に胎土を折り曲げて成形。残存部におい

て口縁部より下の内外面に施釉。胎土はにぶい赤橙

で白色小礫を含む。色調はにぶい褐・灰赤・にぶい

赤橙・にぶい橙。小代焼の可能性を持つ。

３５－８は６Ｔ表採の陶器甕の口縁部。口縁部は内

側に胎土を折り曲げて成形。残存部において口縁部

を残し施釉。胎土はにぶい赤褐で白色小礫を含む。

釉調はオリーブ黄・灰。小代焼の可能性を持つ。

３５－９は北側張り出し部南北Ｔ�層より出土の陶

器焼台。厚さ０．５�で両面とも糸切り痕があり残存

部におい１ヶ所ハリ目を持つ。胎土はにぶい褐。

３６－１Ｃ－７区出土の無文銭。表面は外縁部と穴

の穿たれた中央部のまわりに平らな凸帯が巡る。裏

面は平滑。

３７－１Ｃ－６区より出土した不明青銅器。扁平な

棒状で、刃部を持つ。

３７－２Ｂ－７区より出土した鉄斧。
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第�章 自然科学分析

熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨
松下孝幸＊

【キーワード】：熊本県、近世人骨、側臥、寝棺、中頭型

は じ め に
なん かん たかのはるじょうあと

熊本県南関町大字関町に所在する鷹ノ原城跡の一部の発掘調査が２０００年に県道新設に伴って実施された。

この調査で建物の跡と近世墓が多数検出された。墓壙の平面プランは長さが短い長方形で、中に設置された

棺桶も長さが短い長方形の寝棺だった。人骨の保存状態は概してよくはなかったが、なかには計測や観察が

可能なものもあり、熊本県北部域の近世人骨としては貴重な資料になるものである。

全国的に近世人骨の出土量は多いとは言いがたい状況で、比較的出土量が多いのは東京を中心とする関東

地方であるが、近年は北九州市での出土量が多くなってきた。それに伴い、近世人の形質についての地域差

や階層差などが次第に明らかになりつつある。北九州市の宗玄寺跡（松下、１９９５）、上清水（松下、１９９２）、普

済院跡（松下、１９９６）、京町（松下、１９９３）、福岡市の天福寺（中橋、１９８７）および長崎県五島列島有川町白浜

（松下、１９９６）から出土した近世人骨の保存状態はきわめて良好で、九州を中心として西日本での近世人の

形質を考える上で貴重なデータを提供している。

熊本県での近世人骨の資料はきわめて少なく、八代市の川田京坪遺跡（松下・他、１９８０）、興善寺町四郎丸
くらんじょう

（松下・他、１９８０）、牛深市桑島（脇、１９７０、立志、１９７０）、五木村頭地松本Ｂ遺跡（松下、１９９９）、錦町 蔵城（松

下、１９９９）ぐらいしかない。

本遺跡から出土した近世人骨の保存状態は必ずしも良好なものばかりではなかったが、なかには頭型や顔

面の形態および推定身長を算出することができたものもあったので、周辺地域の例と比較し、若干の考察を

おこなったので、その結果を報告しておきたい。

資 料

１．出土状況

埋葬姿勢を明らかにできたものが９例ある。そのうち側臥屈葬が４体みられた（４４％）。すべて男性である。

側臥というのは単に顔が横を向いていた状態を指すのではない。体全体が横向きになっていることが条件で

あるが、体の姿勢というのは腰の状態が基本であるから、骨盤の状態がどうなっているかによって、姿勢を

判断する。骨盤が横向きになっていることが「側臥（横臥）」の条件であって、単に足が左右どちらかに倒れ

ているとか、上半身がねじれているとかは問題ではない。本遺跡から出土した人骨のうち４体はいずれも左

右の寛骨（骨盤を構成する骨）が重なった状態で検出された。骨盤が完全に横向きになっている証拠である。

この４体のうち３体は右側を下にした側臥であったが、１体だけは左側を下にした側臥であった。

２．人骨の性別・年齢

今回の発掘調査で検出された近世墓壙は２３基で、そのうち人骨が残っていたものは１５基であった。人骨は

表１ 資料数（Table１．Number of materials）

成 人 幼小児 合計

男性 女性 不明

１０ ２ ２ １ １５

＊ Takayuki MATSUSHITA

The Doigahama Site Anthropological Museum〔土井ケ浜遺跡・人類学ミュ－ジアム〕

第�章 自然科学分析

－４５－



頭地松本B

古川平原�

鷹ノ原城�

上清水�

宗玄寺跡�

常磐橋西勢溜跡�

京町�

神正� 鳥越�

楼階田� 田原�

普済院跡�

下到津�

中ノ浜�

堤迫・道粗ノ本�

大河浜�

蔵城�

鷹ノ原城�

図１ 遺跡の位置（１／２５，０００）（Fig.１ Location of the Takanoharujo site, Nankan Cho, Kumamoto Prefecture）
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各墓壙から１体ずつ検出され、合計１５体の近世人骨が出土した。表１に示しているように、出土人骨のうち

１体は幼児骨であったが、残りの１４体は成人骨で、そのうち男性骨は１０体、女性骨は２体で、その他に性別

を推定することができなかったものが２体ある。出土人骨の性別・年齢は表２に示すとおりである。

表２ 人骨一覧（Table２．Nummber of skeletons）

人骨番号 性別 年齢 備考（埋葬姿勢、頭型、推定身長値）

ＳＴ－０１人骨 男性 不明 仰臥屈葬

ＳＴ－０２人骨 男性 熟年 埋葬姿勢不明

ＳＴ－０３人骨 男性 熟年 側臥屈葬（右を下） １５５．７５�

ＳＴ－０４人骨 女性 熟年 仰臥 １４８．７０�

ＳＴ－０５人骨 － 幼児（１．５歳） 埋葬姿勢不明

ＳＴ－０６人骨 男性 不明 埋葬姿勢不明

ＳＴ－１１人骨 男性 熟年 仰臥屈葬

ＳＴ－１２人骨 男性 熟年 仰臥屈葬

ＳＴ－１４人骨 男性 不明 二次埋葬

ＳＴ－１６人骨 男性 熟年 側臥屈葬（右を下）

ＳＴ－１７人骨 男性 熟年 側臥屈葬（右を下）

ＳＴ－１９人骨 不明 不明 埋葬姿勢不明

ＳＴ－２１人骨 女性 不明 仰臥屈葬

ＳＴ－２２人骨 男性 壮年 側臥屈葬（左を下） １６１．３９�

ＳＴ－２３人骨 不明 不明 埋葬姿勢不明（保存不良）

本人骨の所属時期は、考古学的所見から、１８世紀中頃の近世（江戸時代）と推測されている。副葬品は皆

無に等しく、数珠玉が検出されたにすぎない。

なお、年齢区分に関しては表３の基準のとおりである。

表３ 年齢区分（Table３．Division of age）

年齢区分 年 齢

未成人 乳児 １歳未満

幼児 １歳～５歳 （第一大臼歯萌出直前まで）

小児 ６歳～１５歳 （第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

成年 １６歳～２０歳 （蝶後頭軟骨結合癒合まで）

成人 壮年 ２１歳～３９歳 （４０歳未満）

熟年 ４０歳～５９歳 （６０歳未満）

老年 ６０歳以上

注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第１４次発掘調査報告書（１９９６）を参照されたい。

計測方法は、Martin－Saller（１９５７）によったが、脛骨の横径はオリビエの方法で計測し、鼻根部について

は鈴木（１９６３）と松下ら（１９８３）の方法でおこなった。
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所 見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

１．頭蓋

頭蓋の計測ができたのは、男性４例と女性１例だったが、女性についてはごくわずかな部分しか計測でき

なかったので、男性の計測値についてのみ記載することにしたい。

（１）脳頭蓋

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が１８５．００�（３例）、頭蓋最大幅は１３６．００�（２例）である。頭蓋長幅示数

は７５．８２（１例）で、頭型はmesokran（中頭型）の下限に属している。また、頭蓋水平周は５１８�（１例）、

横弧長は３２６．００�（２例）、正中矢状弧長は３８５．５０�（２例）である。

（２）顔面頭蓋

顔面頭蓋の計測値は、頬骨弓幅が〔１３０�〕（１例）、中顔幅は〔１０３．５０�〕（２例）、顔高は１２３．６７�（３例）、

上顔高は６９．２５�（４例）で、顔示数は１１６．１９（Ｖ）（１例）、上顔示数は〔５３．８５〕（Ｋ）（１例）、〔６５．７４〕（Ｖ）

（２例）となるが、男性４体の顔面の計測値をそれぞれ検討してみると、顔高、上顔高とも大きく、高顔を

示すもの（ＳＴ－０３）、顔高も上顔高とも小さく、低顔を示すもの（ＳＴ－１１）、顔高は計測できないが、上顔

高が大きく、高上顔を示すもの（ＳＴ－１６）、および顔高は大きいが、上顔高がやや小さく、中顔幅が広いも

の（ＳＴ－２２）に分けられ、わずか４体でも変異が大きい。

顔示数（Ｖ）が計算できたのはわずか１例（ＳＴ－２２）のみで、この１体の顔示数（Ｖ）は１１６．１９、また

上顔示数（Ｖ）は６２．８６となり、両示数値とも小さい値となってしまう。上顔示数が算出できたものは２例

あり、コルマンの上顔示数もウィルヒョウーの上顔示数も大きいもの（ＳＴ－１６）とウィルヒョウーの上顔

示数が著しく小さいもの（ＳＴ－２２）がみられる。

眼窩幅は４５．００�（右）（２例）、４２�（左）（１例）、眼窩高は３４．３３�（右）（３例）、３４．６７�（左）（３例）で、眼

窩示数は７７．７８（右）（２例）、８３．３３（左）（１例）となり、両側ともmesokonch（中眼窩）に属している。

鼻幅は２４．５０�（２例）、鼻高は５５．７５�（４例）で、鼻示数は４７．４４（２例）となり、mesorrhin（中鼻）に属

しているが、ＳＴ－０３の鼻幅はわずか２１�しかなく、鼻示数は３８．８９という著しく小さな示数値となってし

まう。この例は顔の高径が著しく高い個体である。

鼻根部は男性４体と女性１体の計測が可能であった。男性の前眼窩間幅は１７．３３�（３例）、鼻根横弧長は

２０．３３�（３例）、鼻根彎曲示数は８５．２４（３例）となり、鼻根部は扁平である。顔面の全体の形態には変異が

認められたが、鼻根部はかなり均一な傾向を示している。女性の前眼窩間幅は１７�（１例）、鼻根横弧長は２１

�（１例）、鼻根彎曲示数は８０．９５（１例）となり、この示数値は男性よりもわずかに小さい。

男性の前頭突起水平傾斜角は９１．００度（４例）で、鼻根角は１３８．００度（３例）、鼻根陥凹示数は１７．２０（３例）

であるが、３例のうちＳＴ－０３は、ほかの２例に比べて鼻骨の隆起がかなり弱い。

男性の全側面角は８２．７５度（４例）、鼻側面角が８４．００度（４例）、歯槽側面角が７４．７５度（４例）で、歯槽性突

顎の傾向は弱い。

２．四肢骨

（１）上肢骨

�上腕骨

計測ができたのは男性のみである。計測値は、骨体最小周が６２．５０�（右）（２例）、６６�（左）（１例）、中央

周は６６．００�（右）（２例）、６５．５０�（左）（２例）である。また、中央最大径は２２．５０�（右）（２例）、２２．５０�（左）

（２例）、中央最小径は１７．００�（右）（２例）、１６．００�（左）（２例）で、骨体断面示数は７５．５０（右）（２例）、７０．８３

（左）（２例）となり、左側はやや小さく、左側骨体は扁平である。
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（２）下肢骨

�大腿骨

大腿骨は男性７体、女性１体が計測できた。男性の計測値は、最大長が４１１．００�（左）（２例）、骨体中央周

は８８．００�（右）（５例）、８９．３３�（左）（３例）で、長厚示数は２１．１２（左）（１例）である。骨体中央矢状径は２８．００

�（右）（５例）、２７．７５�（左）（４例）、横径は２７．６７�（右）（６例）、２９．３３�（左）（３例）で、骨体中央断面示数

は１０２．２８（右）（５例）、９６．５１（左）（３例）となり、示数値は小さいが、これはＳＴ－１７の示数値がかなり小さ

いことによるもので、そのほかの５体は示数値がいずれも１０３．００を超える。また、上骨体断面示数は７８．４７

（右）（７例）、７１．０１（左）（２例）となり、骨体上部は扁平である。

女性の骨体中央周は８０�（右）（１例）、骨体中央断面示数は１０８．３３（右）（１例）で、女性としては骨体がや

や大きく、骨体中央断面示数の値も大きい。

�脛骨

脛骨は男性３体、女性１体が計測可能であったが、女性脛骨は栄養孔位部のみの計測ができたにすぎない。

男性の計測値は、脛骨全長が３４１�（右）（１例）、骨体周は８０．５０�（右）（２例）、７３�（左）（１例）、最小周は

７２．５０�（右）（２例）、６６�（左）（１例）で、長厚示数は２１．４１（右）（１例）である。中央最大径は２９．００�（右）（２

例）、２７�（左）（１例）、中央横径は２２．００�（右）（２例）、１９�（左）（１例）で、中央断面示数は７６．０７（右）（２

例）、７０．３７（左）（１例）となり、骨体には扁平性は認められない。

３．推定身長値

大腿骨最大長から推定身長値を算出することができたのは、ＳＴ－０３（男性）、ＳＴ－２２（男性）のほか

に、現場で計測ができたＳＴ－０４（女性）の３体である。ＳＴ－０３（男性）は１５５．７５�（左、Pearson 式）、

ＳＴ－２２（男性）は１６１．３９�（左、Pearson 式）、ＳＴ－０４（女性）は１４８．７０�（左、Pearson 式）となり、男性

は低身長と高身長がそれぞれ１体ずつ、女性は近世人としてやや身長が高い１例であった。

考 察

１．頭蓋

頭蓋については男性についてのみ検討する。表４は男性の脳頭蓋の比較表である。頭型を知ることができ

たのはわずか１例のみで、頭蓋長幅示数は７５．８２となり、頭型は長頭型に近い中頭型である。この頭蓋長幅

示数を表４でみてみると、天福寺にもっとも近く、次いで蔵城、京町に近い。頭型が長頭型になるのは中世

で、その後次第に頭蓋長幅示数は大きな値となり、中頭型になっていくが、この中頭化は同じようなテンポ

で起こるのではなく、都市部と地方では異なり、地方では近世になっても長頭型をしていることを松下は指

摘している。表４でも、長崎県の五島列島の白浜、熊本県天草の桑島、同じく熊本県の蔵城、北九州市南部

の上清水は長頭型を示しており、本例も長頭型に近い中頭型で、これら非都市部の近世人と同じ傾向がみら

れる。

表４ 脳頭蓋計測値（男性、�）（Table４．Comparison of male calvarial measurements and indices）
鷹ノ原城 蔵 城 桑 島 天福寺 白 浜 京 町 宗玄寺 上清水
近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人
熊本県 熊本県 熊本県 福岡県 長崎県 福岡県 福岡県 福岡県
（松下） （松下） （脇） （中橋） （松下） （松下） （松下） （松下・他）
n M n M n M n M n M n M n M n M

１． 頭蓋最大長 ３ １８５．００ ３ １８８．３３ １３ １８０．１３ ３８ １８２．６ １６ １８５．８８ ３７ １８０．３０ ３７ １８０．９２ ７ １８１．４３
８． 頭蓋最大幅 ２ １３６．００ １ １３５ １３ １３１．０２ ３８ １３８．６ １６ １３４．６９ ３０ １３５．２３ ４５ １４０．４９ ６ １３２．５０
１７． バジオン・ブレグマ高 － － １１ １３５．８８ ３３ １３９．２ １４ １３６．５７ １４ １３６．９３ ３２ １４１．０３ ３ １３４．３３
８／１ 頭蓋長幅示数 １ ７５．８２ １ ７４．５９ １３ ７２．７４ ３７ ７６．０ １６ ７２．５５ ２３ ７４．６４ ３６ ７８．２０ ５ ７３．６４
１７／１ 頭蓋長高示数 － － １１ ７５．４８ ３３ ７６．２ １４ ７３．６５ １１ ７５．７０ ２６ ７８．１５ ３ ７５．０２
１７／８ 頭蓋幅高示数 － － １１ １０４．６２ ３３ １００．８ １４ １０１．３８ １２ １０１．８１ ２９ １００．５１ ３ １００．３５
２３． 頭蓋水平周 １ ５１８ ２ ５１０．００ １２ ５０７．７５ ３８ ５１９．１ １６ ５１９．９４ ２２ ５０８．５５ ３１ ５１８．６１ ３ ５０７．００
２４． 横弧長 ２ ３２６．００ ２ ３０７．００ １３ ３０７．８０ ３７ ３１３．８ １６ ３０８．８８ ２７ ３０８．０４ ３６ ３２１．２５ ３ ３０４．３３
２５． 正中矢状弧長 ２ ３８５．５０ － ８ ３７１．９７ ３３ ３８０．６ １４ ３８０．５０ １４ ３７０．７１ ２４ ３８０．００ １ ３７２
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表５は顔面頭蓋についての比較表である。所見の項でも詳述しているように顔面の特徴を知り得たのはわ

ずか４体であったが、この４体でも変異が大きく、顔面の共通した特徴を把握することが困難であった。頬

骨弓幅〔１３０�〕はけっして大きな値ではないことは表５からもわかるが、この例は高上顔を示す個体であ

る。中顔幅〔１０３．５０�〕は表５では最大値を示し、中顔幅はやや広いことがわかる。次に顔の高径であるが、

顔高の平均値は１２３．６７�で、この平均値は表５では大きい方に属し、桑島にもっとも近い値である。しかし、

この３例のうち２例は高顔であるが、１例はかなりの低顔なのである。また、上顔高の平均値は６９．２５�（４

体）で、天福寺や宗玄寺よりは小さいものの、蔵城や上清水よりは大きく、桑島、白浜、京町に近い。しか

し、この４体の内容は、高上顔が２例と低上顔が２例で、しかも高上顔の１例は著しく上顔高が高いので、

平均値がこのような値になっているのである。

顔示数（Ｖ）は小さく、上顔示数はやや大きいが、前者は低顔の個体の値であり、後者は高上顔の個体の

値なので、平均値としてはわかりずらい表になってしまった。繰り返すが、鷹ノ原城近世人の顔面の特徴は、

そのプロポーションに変異がみられ、著しい高顔傾向を示すものとかなり低顔傾向を示すものとが混在して

おり、前者は著しく高径が高く、端正な容貌のいわゆる「殿様顔」を呈していた。

表６は鼻根部の比較表である。顔面のプロポーションに変異がみられた本例であるが、鼻根部は均一な特

徴を示しており、鼻根部は扁平である。鼻根彎曲示数は上清水、蔵城に次いで大きく、鼻根部が扁平なこと

がうかがえる。

２．四肢骨

�上腕骨

表７は男性上腕骨の比較表である。中央周と最小周は蔵城より大きいが、桑島、大河浜、西北九州近・現

代人より小さく、京町、宗玄寺、上清水、白浜に近い。骨体断面示数は西北九州近・現代人よりは大きいが、

大河浜、白浜、宗玄寺、蔵城より小さく、桑島、京町、上清水と大差ない。

�大腿骨

表８は男性大腿骨の比較表である。最大長は白浜より短いが、京町、宗玄寺よりも長く、桑島に近く、長

さは長くない。中央周は上清水、川田京坪に近く、その他の資料よりは大きく、骨体は近世人としてはやや

太い方に属する。骨体中央断面示数は、上清水、蔵城、普済院跡、京町、頭地松本Ｂより大きいが、桑島、

白浜よりは小さく、川田京坪、宗玄寺、四郎丸に近い。上骨体断面示数は川田京坪よりは小さいが、上清水

よりも大きく、その他の資料とは大差ない。

�脛骨

表９は男性脛骨の比較表である。脛骨全長は上清水についで長く、近世人としては長さは長い方である。

骨体周は普済院、川田京坪に次いで大きく、また最小周も普済院、桑島、白浜に次いで大きく、骨体は太い。

中央断面示数は表９では最大値を示し、骨体には扁平性は認められない。

３．推定身長値

表１０は男性の推定身長値の比較表である。鷹ノ原城近世人２例の平均値は、１５８．５７�となり、大河浜より

は高いが、その他の資料とはそれほど大差ない。しかし、この２例はそれぞれ１５５．７５�の低身長と１６１．３９�

の高身長であることを指摘しておきたい。

熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨

－５０－



表５ 顔面頭蓋計測値（男性、�、度）（Table５．Comparison of male facial measurements and indices）

表６ 鼻根部計測値（男性、�、度）（Table６．Comparsion of male nasal root measurements and indices）

表７ 上腕骨計測値（男性、右、�）（Table７．Comparison of measurements and indices of male right humeri）

鷹ノ原城 蔵 城 桑 島 天福寺 白 浜 京 町 宗玄寺 上清水
近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人
熊本県 熊本県 熊本県 福岡県 長崎県 福岡県 福岡県 福岡県
（松下） （松下） （脇） （中橋） （松下） （松下） （松下） （松下・他）
n M n M n M n M n M n M n M n M

４５． 頬骨弓幅 １［１３０］ － ５ １２６．３２ ２５ １３６．４ １２［１３７．２５］ ２ １３５．００ １８ １３５．８９ １ １３６
４６． 中顔幅 ２［１０３．５０］ ２［１００．５０］ ７ １０１．１４ ２４ １０１．８ １４［１００．３６］ ２４ ９８．１３ ３１ ９８．９７ ３ １０１．００
４７． 顔高 ３ １２３．６７ － ４ １２２．４０ １４ １２６．９ １０ １１９．００ １４ １２５．００ １８ １２８．９４ ２ １１５．００
４８． 上顔高 ４ ６９．２５ ２（５８．００） ７ ７０．５４ １８ ７４．５ １１（６８．３６） １９ ７０．３２ １７ ７３．２９ ３ ６６．３３
４７／４５ 顔示数（Ｋ） － － ２ ９３．６５ １３ ９３．２ ９ ８７．３５ １ ９３．２８ １０ ９３．３１ －
４８／４５ 上顔示数（Ｋ） １ ［５３．８５］ － ５ ５５．４０ １７ ５４．４ １０［５０．３０］ ２ ５２．６０ ８ ５４．４１ －
４７／４６ 顔示数（Ｖ） １ １１６．１９ － ３ １１５．８０ １３ １２３．９ １０［１１８．５１］ ８ １２７．１２ １７ １３０．１３ １ １０７．６９
４８／４６ 上顔示数（Ｖ） ２ ［６５．７４］ １［５５．８８］ ７ ７０．１５ １７ ７３．１ １１［６８．３２］ １２ ７０．２４ １６ ７３．５１ ２ ６６．１４
５１． 眼窩幅（左） １ ４２ ２ ４３．００ ７ ４０．９０ ２４ ４２．６ １３ ４３．００ ２９ ４２．６６ ２９ ４３．７２ ６ ４３．００
５２． 眼窩高（左） ３ ３４．６７ ３ ３３．６７ ８ ３４．３８ ２４ ３４．１ １４ ３４．９３ ３２ ３４．９７ ３４ ３６．０９ ６ ３２．８３
５２／５１ 眼窩示数（左） １ ８３．３３ ２ ７６．８４ ６ ８３．６０ ２３ ８０．９ １２ ８０．７２ ２６ ８１．１９ ２９ ８３．０９ ６ ７６．５１
５４． 鼻幅 ２ ２４．５０ ２ ２５．００ ８ ２５．９０ ２４ ２６．５ １２ ２５．６７ ３２ ２５．４７ ２８ ２５．４３ ４ ２６．２５
５５． 鼻高 ４ ５５．７５ ３ ４７．６７ ８ ５０．５２ ２４ ５２．９ １４（５３．２９） ３２ ５２．４１ ３１ ５５．４５ ４ ４８．５０
５４／５５ 鼻指数 ２ ４７．４４ ２ ５１．００ ８ ５１．３４ ２４ ５０．１ １２（４８．５１） ２８ ４９．２１ ２８ ４５．８６ ４ ５４．１９
７２． 全側面角 ４ ８２．７５ － ７ ８０．４１ １６ ８３．２ １０ ８６．００ １３ ８１．９２ １２ ８３．００ ２ ８１．５０
７３． 鼻側面角 ４ ８４．００ ２ ８２．５０ ６ ８６．３６ － １１ ８８．２７ １９ ８６．４２ ２７ ８６．８５ ３ ８３．３３
７４． 歯槽側面角 ４ ７４．７５ － ８ ６４．５３ １６ ６７．０ １０ ７６．２０ １３ ７２．００ １２ ７７．８３ ２ ７１．００

鷹ノ原城 蔵 城 桑 島 白 浜 京 町 宗玄寺 上清水
近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人
熊本県 熊本県 熊本県 長崎県 福岡県 福岡県 福岡県
（松下） （松下） （脇） （松下） （松下） （松下） （松下・他）
n M n M n M n M n M n M n M

５０． 前眼窩間幅 ３ １７．３３ ２ １６．００ ６ ２０．４８ １４ １６．６４ ３２ １７．１６ ２６ １７．６２ ７ １７．７１
５０A. 鼻根横弧長 ３ ２０．３３ ２ １８．５０ － １２ ２１．０８ ２７ ２０．５２ ２４ ２１．２５ ７ １９．７１
５０／５０A 鼻根彎曲示数 ３ ８５．２４ ２ ８６．６２ － １２ ７９．８４ ２７ ８４．６５ ２４ ８２．９６ ７ ９０．０１
５７． 鼻骨最小幅 ４ ８．２５ ２ ３．００ － １４ ８．２１ ２９ ７．７２ ２６ ７．３８ ８ ７．００
４４． 両眼窩幅 １ １００ － ６ ９７．７０ １２ ９８．９２ ２２ ９６．３６ ２４ ９９．２９ ５ ９８．８０
５０／４４ 眼窩間示数 １ １７ － ５ ２０．６４ １２ １７．１２ ２１ １７．２９ ２４ １７．９２ ５ １８．２４
a. 前頭突起上幅（右） ４ １０．００ ２ １３．００ － １３ １０．５４ ２６ ９．３８ ２１ ９．４３ ８ １０．１３

（左） ４ ７．７５ ２ １３．５０ － １３ １０．００ ２９ ９．５９ ２３ ９．３０ ８ １０．５０
b. 前頭突起水平傾斜角 ４ ９１．００ １ １１３ － １３ ７９．０８ １５ ９１．４０ ２０ ９８．５０ ４ ９９．００
c. G－N投影距離 ４ ２．２５ １ ３ － １５ ２．６７ １６ ２．０６ ２１ ２．３３ ４ ２．７５
d. 鼻根角 ３ １３８．００ － － ４ １３６．７５ １２ １３８．４２ １４ １３８．２９ ３ １４１．６７
e. G－R距離 ３ ２７．６７ － － ４ ３４．２５ １２ ３３．３３ １４ ３４．３６ ３ ２８．３０
f. 垂線高 ３ ４．６７ － － ４ ６．２５ １２ ５．７５ １３ ５．８５ ３ ４．６７
f／e 鼻根陥凹示数 ３ １７．２０ － － ４ １８．４６ １２ １７．４３ １２ １６．２４ ３ １６．９０
７７． 鼻頬骨角 １ １５１ － － １４ １４４．９３ ２０ １４２．５５ ２３ １４７．２２ －
Fa fmo 間距離 １ １００ － － － ２１ ９５．２４ － －
Fh 垂線高 １ １２ － － － ２１ １４．６２ － －
Fh／Fa 顔面扁平示数 １ １２．００ － － １２ １４．９４ ２１ １５．３８ ２３ １４．６４ －

鷹ノ原城 蔵 城 桑 島 京 町 宗玄寺 上清水 大河浜 白 浜 西北九州
近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近世人 近・現代人
熊本県 熊本県 熊本県 福岡県 長崎県 福岡県 山口県 長崎県
（松下） （松下） （立志） （松下） （松下） （松下・他） （松下） （松下） （八木）
n M n M n M n M n M n M n M n M n M

５． 中央最大径 ２ ２２．５０ ２ ２０．５０（左） １６ ２２．００ １１２ ２２．５６ ５７ ２２．０５ １１ ２２．９１ ４ ２３．２５ １８ ２２．２８ ７２ ２３．５６
６． 中央最小径 ２ １７．００ ２ １６．００（左） １６ １６．６９ １１２ １６．９６ ５７ １７．１６ １１ １７．００ ４ １８．２５ １８ １７．３９ ７２ １７．６３
７． 骨体最小周 ２ ６２．５０ １ ５６ （左） １５ ６６．２２ ８９ ６２．１３ ４９ ６１．８４ ８ ６１．２５ ４ ６５．５０ １８ ６３．００ ７２ ６５．５３
７（a）． 中央周 ２ ６６．００ ２ ６２．００（左） １５ ７１．２８ １１２ ６６．３４ ５７ ６５．７４ １１ ６６．９１ ４ ６９．００ １８ ６６．８９ ７２ ６８．７８
６／５ 骨体断面示数 ２ ７５．５０ ２ ７７．９８（左） １６ ７５．９０ １１２ ７５．３８ ５７ ７８．０１ １１ ７４．３２ ４ ８０．０７ １８ ７８．２４ ７２ ７２．０６
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．９
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熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨
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要 約
なん かん たかのはるじょうあと

熊本県南関町大字関町にある鷹ノ原城跡の２０００年におこなわれた発掘調査で、近世墓が検出され、なかに

は人骨が遺存していたものがあった。人骨の保存状態は必ずしも良好なものばかりではなかったが、なかに

は埋葬姿勢や人骨の計測ができたものもあり、熊本県北部域の近世人骨の特徴の一部を知ることができた。

その結果は次のように要約することができる。

１．今回の発掘調査で検出された近世墓２３基のうち人骨が検出されたのは１５基で、人骨の総数は１５体である。

１５体のうち１体は幼児骨で、残りの１４体の成人骨は、男性骨が１０体、女性骨は２体で、性別不明が２体で

ある。

２．埋葬姿勢が判明したのは９例で、そのうち側臥屈葬が４体みられた（４４％）が、すべて男性であった。

３．本人骨の所属時期は、考古学的所見から、１８世紀中頃の近世（江戸時代）と推測されている。

４．頭型を知ることができたものは男性１例のみで、頭蓋長幅示数は７５．８２となり、頭型は長頭に近い中頭

型であった。

５．顔面頭蓋の特徴をある程度知ることができたのは男性４例のみであったが、わずか４例でも変異が大き

く、それぞれ�顔高、上顔高とも高く、高顔を示すもの（ＳＴ－０３）、�顔高も上顔高とも低く、低顔を

示すもの（ＳＴ－１１）、�顔高は計測できないが、上顔高が高く、高上顔を示すもの（ＳＴ－１６）、および

�顔高は高いが、上顔高がやや低く、中顔幅が広いもの（ＳＴ－２２）であった。また、顔が高く、端正な

顔つきをしたいわゆる「殿様顔」が、男性１例にみられた（ＳＴ－０３）。鼻根部は一様に扁平で、歯槽性

突顎の傾向は弱い。

６．上腕骨体の太さは近世人としては普通の大きさで、大腿骨体と脛骨体はやや太く、大腿骨上部には扁平

性がみられるが、脛骨には扁平性は認められない。

７．男性２例の推定身長は１５５．７５�と１６１．３９�で、高身長例と低身長例がみられた。また、女性１例は

１４８．７０�で、これは近世人としてはやや高い身長値である。

８．熊本県内での近世人の形質的特徴は例数が少ないためにまだよくわからない部分が多い。本遺跡から出

土した近世人では頭型が長頭型に傾いていたことがわかり、中頭化が都市部に比べて遅れている可能性が

強くなった。顔面の特徴には大きな変異が認められ、一言で特徴を言い表すことができないが、顔の高さ

がやや高い例が認められ、端正な顔立ちをしている例も認められたことから、被葬者の社会的階層をある

程度推測できそうで、副葬品があまりも貧弱ではあるが、被葬者はまったくの庶民とは考えがたい。
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表１１ 脳頭蓋（�）（Calvaria）
鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０３ ST－１１ ST－１６ ST－２２ 平均値 ST－０４
男性 男性 男性 男性 n M σ Min. － Max. 女性

１． 頭蓋最大長 １８６ １８２ １８７ － ３ １８５．００ １８２ － １８７ １７５
８． 頭蓋最大幅 － １３８ － １３４ ２ １３６．００ １３４ － １３８ －
１７． バジオン・ブレグマ高 － － － － － －
８／１ 頭蓋長幅示数 － ７５．８２ － － １ ７５．８２ －
１７／１ 頭蓋長高示数 － － － － － －
１７／８ 頭蓋幅高示数 － － － － － －
１＋８＋１７／３ 頭蓋モズルス － － － － － －
５． 頭蓋底長 － － － － － －
９． 最小前頭幅 － － － １０２ １ １０２ －
１０． 最大前頭幅 － － － － － －
１１． 両耳幅 １１７ １２８ １２２ １２５ ４ １２３．００ ４．６９ １１７ － １２８ －
１２． 最大後頭幅 １０６ － １０４ － ２ １０５．００ １０４ － １０６ －
１３． 乳突幅 － １０４ － － １ １０４ －
７． 大後頭孔長 － － － － － －
１６． 大後頭孔幅 ２４ － － － １ ２４ －
１６／７ 大後頭示数 － － － － － －
２３． 頭蓋水平周 － ５１８ － － １ ５１８ －
２４． 横弧長 － ３２５ － ３２７ ２ ３２６．００ ３２５ － ３２７ －
２５． 正中矢状弧長 ３７７ － ３９４ － ２ ３８５．５０ ３７７ － ３９４ ３５５
２６． 正中矢状前頭弧長 １３３ １３２ １３２ １４５ ４ １３５．５０ ６．３５ １３２ － １４５ １２５
２７． 正中矢状頭頂弧長 １２５ － － － １ １２５ １１２
２８． 正中矢状後頭弧長 １１９ － － － １ １１９ １１８
２９． 正中矢状前頭弦長 １１８ １１５ １１５ １２６ ４ １１８．５０ ５．２０ １１５ － １２６ １０８
３０． 正中矢状頭頂弦長 １１３ － － － １ １１３ １０４
３１． 正中矢状後頭弦長 １０１ － － － １ １０１ ９６
２９／２６ 矢状前頭示数 ８８．７２ ８７．１２ ８７．１２ ８６．９０ ４ ８７．４７ ０．８４ ８６．９０ － ８８．７２ ８６．４０
３０／２７ 矢状頭頂示数 ９０．４０ － － － １ ９０．４０ ９２．８６
３１／２８ 矢状後頭示数 ８４．８７ － － － １ ８４．８７ ８１．３６
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表１２ 顔面頭蓋（�、度）（Facial skeleton）

表１３ 鼻根部（�、度）（Nasal root）

鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０３ ST－１１ ST－１６ ST－２２ 平均値 ST－０４
男性 男性 男性 男性 n M σ Min. － Max. 女性

４０． 顔長 － － － － － －
４１． 側顔長 － － － ８１ １ ８１ －
４２． 下顔長 － － － － － －
４３． 上顔幅 － － － １０８ １ １０８ －
４５． 頬骨弓幅 － － 〔１３０〕 － 〔 １ １３０ 〕 －
４６． 中顔幅 － － 〔１０２〕 １０５ 〔 ２ １０３．５０ １０２ － １０５ 〕 －
４７． 顔高 １３２ １１７ － １２２ ３ １２３．６７ １１７ － １２２ －
４８． 上顔高 ７７ ６４ ７０ ６６ ４ ６９．２５ ５．７４ ６４ － ７７ －
４７／４５ 顔示数（Ｋ） － － － － － －
４８／４５ 上顔示数（Ｋ） － － 〔５３．８５〕 － 〔 １ ５３．８５〕 －
４７／４６ 顔示数（Ｖ） － － － １１６．１９ １ １１６．１９ －
４８／４６ 上顔示数（Ｖ） － － 〔６８．６３〕 ６２．８６ 〔 ２ ６５．７４ ６２．８６ － ６８．６３ 〕 －
４０＋４５＋４７／３ 顔面モズルス － － － － － －
５０． 前眼窩間幅 １７ １８ － １７ ３ １７．３３ １７ － １８ １７
４４． 両眼窩幅 － － － １００ １ １００ －
５０／４４ 眼窩間示数 － － － １７．００ １ １７．００ －
５１． 眼窩幅（右） － － ４５ ４５ ２ ４５．００ ４５ － ４５ －

（左） － － － ４２ １ ４２ －
５２． 眼窩高（右） － ３３ ３５ ３５ ３ ３４．３３ ３３ － ３５ －

（左） ３６ ３３ － ３５ ３ ３４．６７ ３３ － ３６ －
５２／５１ 眼窩示数（右） － － ７７．７８ ７７．７８ ２ ７７．７８ ７７．７８ － ７７．７８ －

（左） － － － ８３．３３ １ ８３．３３ －
５４． 鼻幅 ２１ － － ２８ ２ ２４．５０ ２１ － ２８ －
５５． 鼻高 ５４ ６３ ５６ ５０ ４ ５５．７５ ５．４４ ５０ － ６３ －
５４／５５ 鼻示数 ３８．８９ － － ５６．００ ２ ４７．４４ ３８．８９ － ５６．００ －
５５（１）．梨状口高 ３５ － － ３６ ２ ３５．５０ ３５ － ３６ －
５６． 鼻骨長 ２１ － － １８ ２ １９．５０ １８ － ２１ －
５７． 鼻骨最小幅 ９ ７ ８ ９ ４ ８．２５ ０．９６ ７ － ９ ８
５７（１）．鼻骨最大幅 － － － － － －
６０． 上顎歯槽長 － ５５ － － １ ５５ －
６１． 上顎歯槽幅 ６２ ６８ － ６６ ３ ６５．３３ ６２ － ６８ －
６２． 口蓋長 ４３ ４５ － ５０ ３ ４６．００ ４３ － ５０ －
６３． 口蓋幅 ３６ ４３ － ４２ ３ ４０．３３ ３６ － ４３ －
６４． 口蓋高 １８ １０ － １５ ３ １４．３３ １０ － １８ －
６１／６０ 上顎歯槽示数 － １２３．６４ － － １ １２３．６４ －
６３／６２ 口蓋示数 ８３．７２ ９５．５６ － ８４．００ ３ ８７．７６ ８３．７２ － ９５．５６ －
６４／６３ 口蓋高示数 ５０．００ ２３．２６ － ３５．７１ ３ ３６．３２ ２３．２６ － ５０．００ －
７２． 全側面角 ８４ ８１ ８６ ８０ ４ ８２．７５ ２．７５ ８０ － ８６ －
７３． 鼻側面角 ８５ ８３ ８７ ８１ ４ ８４．００ ２．５８ ８１ － ８７ －
７４． 歯槽側面角 ７９ ６５ ７９ ７６ ４ ７４．７５ ６．６５ ６５ － ７９ －

鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０３ ST－１１ ST－１６ ST－２２ 平均値 ST－０４
男性 男性 男性 男性 n M σ Min. － Max. 女性

５０． 前眼窩間幅 １７ １８ － １７ ３ １７．３３ １７ － １８ １７
５０A. 鼻根横弧長 ２０ ２１ － ２０ ３ ２０．３３ ２０ － ２１ ２１
５０／５０A 鼻根彎曲示数 ８５．００ ８５．７１ － ８５．００ ３ ８５．２４ ８５．００ － ８５．７１ ８０．９５
５７． 鼻骨最小幅 ９ ７ ８ ９ ４ ８．２５ ０．９６ ７ － ９ ８
４４． 両眼窩幅 － － － １００ １ １００ －
５０／４４ 眼窩間示数 － － － １７．００ １ １７．００ －
a. 前頭突起上幅（右） ８ １２ １１ ９ ４ １０．００ １．８３ ８ － １２ ９

（左） ７ ８ ８ ８ ４ ７．７５ ０．５０ ７ － ９ ９
b. 前頭突起水平傾斜角 ９０ ９７ ８３ ９４ ４ ９１．００ ６．０６ ８３ － ９７ －
c. G－N投影距離 １ ２ ３ ３ ４ ２．２５ ０．９６ １ － ３ －
d. 鼻根角 １５１ １３５ － １２８ ３ １３８．００ １２８ － １５１ －
e. G－R距離 ２９ ２９ － ２５ ３ ２７．６７ ２５ － ２９ －
f. 垂線高 ３ ５ － ６ ３ ４．６７ ３ － ６ －
f／e 鼻根陥凹示数 １０．３４ １７．２４ － ２４．００ ３ １７．２０ １０．３４ － ２４．００ －
７７． 鼻頬骨角 － － － １５１ １ １５１ －
Fa fmo 間距離 － － － １００ １ １００ －
Fh 垂線高 － － － １２ １ １２ －
Fh／Fa 顔面扁平示数 － － － １２．００ １ １２．００ －
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表１４ 下顎骨（�、度）（Mandibula）

表１５ 鎖骨（�）（Clavicula）

鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０３ ST－１１ ST－１６ ST－２２ 平均値 ST－０４
男性 男性 男性 男性 n M Min. － Max. 女性

６５． 下顎関節突起幅 － － － － － －
６５（１）．下顎筋突起幅 － － － － － －
６６． 下顎角幅 － － － － － －
６７． 前下顎幅 ４３ ５０ － ４９ ３ ４７．３３ ４３ － ５０ －
６８． 下顎長 － － － － － －
６８（１）．下顎長 － １０７ － － １ １０７ －
６９． オトガイ高 ４４ ２９ － ３７ ３ ３６．６７ ２９ － ４４ －
６９（１）．下顎体高（右） ３９ － － － １ ３９ ３３

（左） － ２８ － ３７ ２ ３２．５０ ２８ － ３７ －
６９（２）．下顎体高（右） ３０ － － ３２ ２ ３１．００ ３０ － ３２ －

（左） － ２５ － ３１ ２ ２８．００ ２５ － ３１ －
７０． 枝高（右） － － － － － －

（左） － － － － － －
７０（１）．前枝高（右） － － － ７３ １ ７３ －

（左） － ６６ － － １ ６６ －
７０（２）．最小枝高（右） － － － ５１ １ ５１ －

（左） － ５１ － － １ ５１ －
７０（３）．下顎切痕高（右） － － １４ － １ １４ －

（左） － １５ － － １ １５ －
７１（１）．下顎切痕幅（右） － － ４０ － １ ４０ －

（左） － ３６ － － １ ３６ －
７１． 枝幅（右） － － － ４０ １ ４０ ３６

（左） － ３７ － － １ ３７ －
７１a. 最小枝幅（右） － － － ３９ １ ３９ ３５

（左） － ３７ － － １ ３７ －
７９． 下顎枝角（右） － １１９ － － １ １１９ －

（左） － － － － － －
６６／６５ 下顎幅示数 － － － － － －
６８／６５ 幅長示数 － － － － － －
６８（１）／６５ 幅長示数 － － － － － －
６９（２）／６９ 下顎高示数（右） ６８．１８ － － ８６．４９ ２ ７７．３３ ６８．１８ － ８６．４９ －

（左） － ８６．２１ － ８３．７８ ２ ８５．００ ８３．７８ － ８６．２１ －
７１／７０ 下顎枝示数（右） － － － － － －

（左） － － － － － －
７１a／７０（２） 下顎枝示数（右） － － － ７６．４７ １ ７６．４７ －

（左） － ７２．５５ － － １ ７２．５５ －
７０（３）／７１（１） 下顎切痕示数（右） － － ３５．００ － １ ３５．００ －

（左） － ４１．６７ － － １ ４１．６７ －

鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０３ ST－１１ ST－１２ ST－２２ 平均値
男性 男性 男性 男性 n M Min. － Max.

１． 鎖骨最大長（右） － － － － －
（左） － － － － －

２a 骨体彎曲高（右） － － － － －
（左） － － － － －

２（１）． 肩峰端彎曲高（右） － － － － －
（左） － － － － －

４． 中央垂直径（右） － － １０ １１ ２ １０．５０ １０ － １１
（左） １２ １１ － １１ ３ １１．３３ １１ － １２

５． 中央矢状径（右） － － １３ １６ ２ １４．５０ １３ － １６
（左） １１ １５ － １３ ３ １３．００ １１ － １５

６． 中央周（右） － － ３７ ４５ ２ ４１．００ ３７ － ４５
（左） ３７ ４１ － ４０ ３ ３９．３３ ３７ － ４１

６／１ 長厚示数（右） － － － －
（左） － － － － －

２a／１ 彎曲示数（右） － － － － －
（左） － － － － －

４／５ 鎖骨断面示数（右） － － ７６．９２ ６８．７５ ２ ７２．８４ ６８．７５ － ７６．９２
（左） １０９．０９ ７３．３３ － ８４．６２ ３ ８９．０１ ７３．３３ － １０９．０９

２（１）／１ 肩峰端彎曲示数（右） － － － － －
（左） － － － － －
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表１６ 肩甲骨（男性、�）（Scapula）

表１７ 上腕骨（男性、�）（Humerus）

鷹ノ原城 鷹ノ原城 平均値
ST－０３ ST－２２ n M

１２． 関節窩長（右） ３４ － １ ３４
（左） － ４０ １ ４０

１３． 関節窩幅（右） ２３ － １ ２３
（左） － ３０ １ ３０

１４． 関節窩深（右） ３ － １ ３
（左） － ５ １ ５

１３／１２ 関節窩長幅示数（右） ６７．６５ － １ ６７．６５
（左） － ７５．００ １ ７５．００

１４／１２ 関節窩彎曲示数（右） ８．８２ － １ ８．８２
（左） － １２．５０ １ １２．５０

鷹の原城 鷹の原城 鷹の原城 平均値
ST－０３ ST－１１ ST－２２ n M Min. － Max.

１． 上腕骨最大長（右） － － － －
（左） － － － －

２． 上腕骨全長（右） － － － －
（左） － － － －

３． 上端幅（右） － － － －
（左） － － － －

３（１）． 横上径（右） － － － －
（左） － － － －

４． 下端幅（右） － － － －
（左） － － － －

５． 中央最大径（右） ２０ ２５ － ２ ２２．５０ ２０ － ２５
（左） ２１ － ２４ ２ ２２．５０ ２１ － ２４

６． 中央最小径（右） １５ １９ － ２ １７．００ １５ － １９
（左） １４ － １８ ２ １６．００ １４ － １８

７． 骨体最小周（右） ５６ ６９ － ２ ６２．５０ ５６ － ６９
（左） － － ６６ １ ６６

７（a）. 中央周（右） ５９ ７３ － ２ ６６．００ ５９ － ７３
（左） ５９ － ７２ ２ ６５．５０ ５９ － ７２

８． 頭周（右） － － － －
（左） － － － －

９． 頭最大横径（右） － － － －
（左） － － － －

１０． 頭最大矢状径（右） － － － －
（左） － － － －

１１． 滑車幅（右） － － － －
（左） － － － －

１２． 小頭幅（右） － － － －
（左） － － － －

１２（a）. 滑車幅および小頭幅（右） － － － －
（左） － － － －

１３． 滑車深（右） － － － －
（左） － － － －

１４． 肘頭窩幅（右） － － － －
（左） － － － －

１５． 肘頭窩深（右） － － － －
（左） － － － －

６／５ 骨体断面示数（右） ７５．００ ７６．００ － ２ ７５．５０ ７５．００ － ７６．００
（左） ６６．６７ － ７５．００ ２ ７０．８３ ６６．６７ － ７５．００

７／１ 長厚示数（右） － － － －
（左） － － － －
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表１８ 尺骨（男性、�）（Ulna）
鷹ノ原城 鷹ノ原城 平均値
ST－０３ ST－２２ n M Min. － Max.

１． 最大長（右） － － －
（左） － － －

２． 機能長（右） － － －
（左） － － －

２（１）． 肘頭尺骨頭長（右） － － －
（左） － － －

３． 最小周（右） － － －
（左） － － －

６． 肘頭幅（右） － － －
（左） － － －

６（１）． 上幅（右） － － －
（左） － － －

７． 肘頭深（右） － － －
（左） － － －

８． 肘頭高（右） － － －
（左） － － －

１１． 尺骨矢状径（右） － － －
（左） １１ １３ ２ １２．００ １１ － １３

１２． 尺骨横径（右） － － －
（左） １４ １７ ２ １５．５０ １４ － １７

S. 中央最小径（右） － － －
（左） １０ １３ ２ １１．５０ １０ － １３

L. 中央最大径（右） － － －
（左） １５ １７ ２ １６．００ １５ － １７

C. 中央周（右） － － －
（左） ４４ ５０ ２ ４７．００ ４４ － ５０

３／２ 長厚示数（右） － － －
（左） － － －

１１／１２ 骨体断面示数（右） － － －
（左） ７８．５７ ７６．４７ ２ ７７．５２ ７６．４７ － ７８．５７

S／L 中央断面示数（右） － － －
（左） ６６．６７ ７６．４７ ２ ７１．５７ ６６．６７ － ７６．４７
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表１９ 大腿骨（�）（Femur）
鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０１ ST－０３ ST－１１ ST－１４ ST－１６ ST－１７ ST－２２ 平均値 ST－０４
男性 男性 男性 男性 男性 男性 男性 n M σ Min. － Max. 女性

１． 最大長（右） － － － － － － － － －
（左） － ３９６ － － － － ４２６ ２ ４１１．００ ３９６ － ４２６ －

２． 自然位全長（右） － － － － － － － － －
（左） － ３９３ － － － － ４２３ ２ ４０８．００ ３９３ － ４２３ －

３． 最大転子長（右） － － － － － － － － －
（左） － － － － － － － － －

４． 自然位転子長（右） － － － － － － － － －
（左） － － － － － － － － －

６． 骨体中央矢状径（右） ２７ ２７ － ３０ ２８ ２８ － ５ ２８．００ １．２２ ２７ － ３０ ２６
（左） － ２７ ３１ － － ２６ ２７ ４ ２７．７５ ２．２２ ２６ － ３１ －

７． 骨体中央横径（右） ２６ ２６ ２９ ２９ ２７ ２９ － ６ ２７．６７ １．５１ ２６ － ２９ ２４
（左） － ２６ ２９ － － ３３ － ３ ２９．３３ ２６ － ３３ －

８． 骨体中央周（右） ８５ ８４ － ９２ ８７ ９２ － ５ ８８．００ ３．８１ ８４ － ９２ ８０
（左） － ８３ ９３ － － ９２ － ３ ８９．３３ ８３ － ９３ －

９． 骨体上横径（右） ３０ ２９ ３２ ３２ ３１ ３３ ３４ ７ ３１．５７ １．７２ ２９ － ３４ －
（左） － － － － － ３５ ３４ ２ ３４．５０ ３４ － ３５ －

１０． 骨体上矢状径（右） ２４ ２４ ２７ ２７ ２４ ２４ ２３ ７ ２４．７１ １．６０ ２３ － ２７ －
（左） － － － － － ２５ ２４ ２ ２４．５０ ２４ － ２５ －

１５． 頚垂直径（右） － ３１ － － － － ３５ ２ ３３．００ ３１ － ３５ －
（左） － ３１ － － － － ３４ ２ ３２．５０ ３１ － ３４ －

１６． 頚矢状径（右） － ２１ － － － － － １ ２１ －
（左） － ２１ － － － － ２４ ２ ２２．５０ ２１ － ２４ －

１７． 頚周（右） － ９２ － － － － － １ ９２ －
（左） － ９０ － － － － ９９ ２ ９４．５０ ９０ － ９９ －

１８． 頭垂直径（右） － － － － － － － － －
（左） － － － － － － ４７ １ ４７ －

１９． 頭横径（右） － － － － － － － － －
（左） － － － － － － － － －

２０． 頭周（右） － － － － － － － － －
（左） － － － － － － － － －

２１． 上顆幅（右） － － － － － － － － －
（左） － － － － － － － － －

８／２ 長厚示数（右） － － － － － － － － －
（左） － ２１．１２ － － － － － １ ２１．１２ －

６／７ 骨体中央断面示数（右） １０３．８５ １０３．８５ － １０３．４５ １０３．７０ ９６．５５ － ５ １０２．２８ ３．２１ ９６．５５ － １０３．８５ １０８．３３
（左） － １０３．８５ １０６．９０ － － ７８．７９ － ３ ９６．５１ ７８．７９ － １０６．９０ －

１０／９ 上骨体断面示数（右） ８０．００ ８２．７６ ８４．３８ ８４．３８ ７７．４２ ７２．７３ ６７．６５ ７ ７８．４７ ６．３５ ６７．６５ － ８４．３８ －
（左） － － － － － ７１．４３ ７０．５９ ２ ７１．０１ ７０．５９ － ７１．４３ －
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表２０ 脛骨（�）（Tibia）

表２１ 膝蓋骨（男性、�）（Patella）

鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城
ST－０３ ST－１１ ST－２２ 平均値 ST－０４
男性 男性 男性 n M Min. － Max. 女性

１． 脛骨全長（右） － － ３４１ １ ３４１ －
（左） － － － － －

１a. 脛骨最大長（右） － － － － －
（左） － － － － －

１b. 脛骨長（右） － － ３４０ １ ３４０ －
（左） － － － － －

２． 顆距間距離（右） － － ３２２ １ ３２２ －
（左） － － － － －

３． 最大上端幅（右） － － － － －
（左） － － － － －

３a. 上内関節面幅（右） － － － － －
（左） － － － － －

３b. 上外関節面幅（右） － － － － －
（左） － － － － －

４a. 上内関節面深（右） － － － － －
（左） － － － － －

４b. 上外関節面深（右） － － － － －
（左） － － － － －

６． 最大下端幅（右） － － － － －
（左） － － － － －

７． 下端矢状径（右） － － － － －
（左） － － － － －

８． 中央最大径（右） － ２８ ３０ ２ ２９．００ ２８ － ３０ －
（左） ２７ － － １ ２７ －

８a. 栄養孔位最大径（右） － － － － ２９
（左） ３１ － － １ ３１ －

９． 中央横径（右） － ２３ ２１ ２ ２２．００ ２１ － ２３ －
（左） １９ － － １ １９ －

９a. 栄養孔位横径（右） － － － － ２２
（左） ２０ － － １ ２０ －

１０． 骨体周（右） － ８１ ８０ ２ ８０．５０ ８０ － ８１ －
（左） ７３ － － １ ７３ －

１０a. 栄養孔位周（右） － － － － ８２
（左） ８１ － － １ ８１ －

１０b. 最小周（右） － ７２ ７３ ２ ７２．５０ ７２ － ７３ －
（左） ６６ － － １ ６６ －

９／８． 中央断面示数（右） － ８２．１４ ７０．００ ２ ７６．０７ ７０．００ － ８２．１４ －
（左） ７０．３７ － － １ ７０．３７ －

９a／８a 栄養孔位断面示数（右） － － － － ７５．８６
（左） ６４．５２ － － １ ６４．５２ －

１０b／１ 長厚示数（右） － － ２１．４１ １ ２１．４１ －
（左） － － － － －

鷹ノ原城 鷹ノ原城 平均値
ST－０３ ST－２２ n M

１． 最大高（右） － － －
（左） ３７ － １ ３７

２． 最大幅（右） － － －
（左） － － －

３． 最大厚（右） － １９ １ １９
（左） １８ － １ １８

４． 関節面高（右） － － －
（左） － － －

５． 内関節面幅（右） － － －
（左） － － －

６． 外関節面幅（右） － ２５ １ ２５
（左） － － －

１／２ 膝蓋骨高幅示数（右） － － －
（左） － － －

第�章 自然科学分析
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表２２ 中央周の比（男性）

表２３ 推定身長値（男性、�）（Estimated Stature）

鷹ノ原城 鷹ノ原城 鷹ノ原城 平均値
ST－０３ ST－１１ ST－２２ n M Min － Max

橈骨／尺骨（右） － － － －
（左） － － － －

橈骨／上腕骨（右） － － － －
（左） － － － －

鎖骨／上腕骨（右） － － － －
（左） ６２．７１ － ５５．５６ ２ ５９．１３ ５５．５６ － ６２．７１

上腕骨／大腿骨（右） ７０．２４ － － １ ７０．２４
（左） ７１．０８ － － １ ７１．０８

上腕骨／脛骨（右） － ９０．１２ － １ ９０．１２
（左） ８０．８２ － － １ ８０．８２

脛骨／大腿骨（右） － － － －
（左） ８７．９５ － － １ ８７．９５

腓骨／脛骨（右） － － － －
（左） － － － －

鷹ノ原城 鷹ノ原城 平均値
ST－０３ ST－２２ n M Min － Max

Pearson の式 上腕骨（右） － － －
（左） － － －

橈骨（右） － － －
（左） － － －

大腿骨（右） － － －
（左） １５５．７５ １６１．３９ ２ １５８．５７ １５５．７５ － １６１．３９

脛骨（右） － １５９．６９ １ １５９．６９
（左） － － －

藤井の式 上腕骨（右） － － －
（左） － － －

橈骨（右） － － －
（左） － － －

大腿骨（右） － － －
（左） １５２．５６ １６０．０６ ２ １５６．３１ １５２．５６ － １６０．０６

脛骨（右） － － －
（左） － － －

熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨
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鷹ノ原城跡 ST‐０３人骨（男性、熟年） 鷹ノ原城跡 ST‐１１人骨（男性、熟年）
図２ 人骨の残存部、アミかけ部分

（Fig.２ Regions of preservation of the skeleton. Shaded areas are preserved．）

熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨
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鷹ノ原城跡 ST‐１６人骨（男性、熟年） 鷹ノ原城跡 ST‐２２人骨（男性、壮年）

第�章 自然科学分析
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頭蓋前面（Frontal view of the skull）

頭蓋側面（Lateral view of the skull）
鷹ノ原城跡 ST‐０３人骨（男性、熟年）

（The Takanoharujo ST－０３, mature male）

頭蓋上面（Superior view of the skull）

熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨
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頭蓋前面（Frontal view of the skull）

頭蓋側面（Lateral view of the skull）
鷹ノ原城跡 ST‐１１人骨（男性、熟年）

（The Takanoharujo ST－１１, mature male）

頭蓋上面（Superior view of the skull）

第�章 自然科学分析
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頭蓋前面（Frontal view of the skull）

頭蓋側面（Lateral view of the skull）
鷹ノ原城跡 ST‐１６人骨（男性、熟年）

（The Takanoharujo ST－１６, mature male）

頭蓋上面（Superior view of the skull）

熊本県南関町鷹ノ原城跡出土の近世人骨
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頭蓋前面（Frontal view of the skull）

頭蓋側面（Lateral view of the skull）
鷹ノ原城跡 ST‐２２人骨（男性、壮年）

（The Takanoharujo ST－２２, young adult male）

頭蓋上面（Superior view of the skull）

第�章 自然科学分析
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第２表 石器観察表

図版No. 注記 No. グリット 層位 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚み（�）重さ（�） 備考
２８‐１ ７ C‐８‐d � 剥片尖頭器 安山岩 ９．６０ ３．００ １．６５ ３５．０４ 旧石器
２８‐２ ３０ �区中央 清掃時 ナイフ 黒曜石 ３．４５ １．８５ ０．９５ ３．９３ 旧石器
２８‐３ ３３ 不明 ナイフ 黒曜石 ２．１５ ２．００ ０．７０ ３．２８ 旧石器
２８‐４ ３４ �区中央 検出時 ナイフ 黒曜石 ３．１５ １．８０ ０．９５ ３．６６ 旧石器
２８‐５ ３２ E‐３ 二次加工剥片 安山岩 ７．９５ ７．５０ １．９０ ７１．１９ 旧石器ST‐０１接１
２９‐１ ２５ ３１T 石鏃 黒曜石 ２．３５ １．４０ ０．４０ ０．９３ 縄文
２９‐２ ２９ �区東 清掃時 石鏃 黒曜石 ２．４５ １．５０ ０．３５ ０．７８ 縄文
２９‐３ ４ C‐６‐b �a 石錐 黒曜石 ２．７５ １．６５ ０．４０ １３．６０ 縄文
２９‐４ １７ E‐４‐９ � スクレイパー 黒曜石 ２．８０ ４．７５ １．４０ ８．９９ 縄文
２９‐５ ５ C‐６‐b �a ノッチドスクレイパー 黒曜石 ４．５５ ２．７０ １．０５ ８．１２ 縄文
２９‐６ １ C‐５‐d �a 石錐 黒曜石 ３．６０ ２．３５ ０．９０ ４．８２ 縄文
２９‐７ ２ C‐６ �b 楔形石器 黒曜石 ２．３０ ２．４５ ０．８５ ３．７８ 縄文
２９‐８ ２６ �区 楔形石器 黒曜石 ３．６０ ２．４０ １．００ ７．０９ 縄文
２９‐９ １０ D‐６ � 楔形石器 黒曜石 ２．００ １．８０ ０．８０ ２．５８ 縄文
２９‐１０ １２ D‐６‐b �、� 楔形石器 黒曜石 ４．００ ２．８０ １．４０ １３．６３ 縄文
３０‐１ ３ C‐６‐a �a 二次加工剥片 黒曜石 ２．７５ ５．０５ １．１０ １４．４５ 縄文
３０‐２ ２４ ２７T（拡張部） � 二次加工剥片 黒曜石 ３．０５ １．２０ ０．９０ ２．０１ 縄文
３０‐３ ２３ ２１T（西） �．� 二次加工剥片 黒曜石 ２．４５ ２．７０ ０．９５ ３．５２ 縄文
３０‐４ １１ D‐６‐b �b 使用痕剥片 黒曜石 ３．９０ １．５０ ０．９０ ３．１６ 縄文SD‐０２
３０‐５ ２７ �区 � 使用痕剥片 黒曜石 ３．９０ １．８５ ０．３５ ２．３１ 縄文
３０‐６ ９ D‐５ � 使用痕剥片 黒曜石 ３．９５ １．７５ ０．８０ ５．２７ 縄文SD‐０３
３０‐７ ２１ E‐４‐c � 磨石．敲石 安山岩 ５．８０ ８．３０ ６．１０ ２９０．０５ 縄文SD‐０２
３１‐１ ８ D‐４‐d �b 石核 黒曜石 ２．８０ ４．００ ２．３０ ２２．４１ 縄文
３１‐２ １５ E‐４‐a �a 剥片 黒曜石 ３．７０ １．５０ ０．６０ １．０５ 縄文
３１‐３ １６ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 ３．４０ １．３０ ０．５５ １．２２ 縄文
３１‐４ １８ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ２．９０ １．７５ ０．５５ ２．２４ 縄文
３１‐５ １９ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ３．０５ １．５５ ０．５５ １．１３ 縄文
３１‐６ ２０ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ３．００ １．００ ０．３５ ０．６６ 縄文
３１‐７ ２２ E‐４‐c � 磨石．敲石 安山岩 ５．１０ ５．００ ２．００ ７３．１６ 縄文
３１‐８ ３１ E‐３ 敲石 安山岩 ５．４０ ６．２０ ４．４５ １７２．２０ 縄文ST‐０１
３２‐２ ６ C‐６‐b �a 剥片 黒曜石 ２．２０ ０．８０ ２．１０ ２．９１ 縄文 接２
３２‐３ １３ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２．３５ ２．３５ ０．８０ ３．５６ 縄文 接２
３２‐５ １４ E‐４ � 剥片 黒曜石 １．８０ ２．３０ １．００ ３．２８ 縄文 接３
３２‐６ ２８ 三ノ丸 � 剥片 黒曜石 ２．１５ ２．９５ １．０５ ４．７９ 縄文 接３

３９ E‐４‐a �a 石鏃 安山岩 ２４．７０ １５．４０ ４．００ １．２５ 縄文
３６ D‐４‐d �b 石錐 黒曜石 ３８．９０ ７．９０ ６．７０ １．９１ 縄文
４１ 不明 石錐 チャート ２７．５０ ２１．８０ ８．８０ ３．１５ 縄文
３５ C‐５‐d �a 楔形石器 黒曜石 ３０．１０ ２２．３０ ９．５０ ５．９６ 縄文
３７ D‐６‐b � 楔形石器 黒曜石 １９．１０ ２０．９０ ５．９０ ２．００ 縄文
３８ E‐３‐a �a 楔形石器 黒曜石 ２１．８０ ２０．３０ ６．５０ ２．８１ 縄文
４２ 一括 楔形石器 黒曜石 １５．２０ １７．３０ ５．００ １．１３ 縄文
４０ �区 清掃時 二次加工剥片 安山岩 ３５．２０ ３７．６０ ７．７０ ８．８５ 縄文
３４４ B‐８‐a.b 不明 剥片 黒曜石 １６．８０ １１．６０ ４．５０ ０．３３ SX‐０１
３４５ B‐８‐a.b 不明 使用痕剥片 黒曜石 ２６．３０ ２６．４０ ５．７０ ２．３４ SX‐０１
４３ C‐５ �a 剥片 黒曜石 ２４．７０ １７．６０ ５．５０ １．８６
４４ C‐５‐b �a 剥片 黒曜石 ９．６０ １６．９０ ３．９０ ０．４４
４５ C‐５‐b �a 剥片 黒曜石 １３．６０ １８．００ ８．４０ ２．００
４６ C‐５‐b �a 剥片 黒曜石 １９．４０ ３１．９０ ８．００ ３．７０
４７ C‐５‐d � 剥片 黒曜石 １１．８０ １０．５０ ２．１０ ０．２４
４８ C‐５‐d �a 剥片 黒曜石 ２５．９０ １４．９０ ４．２０ １．５８
４９ C‐５‐d �a 剥片 黒曜石 ２４．９０ １８．９０ ５．５０ ２．０３
５０ C‐５‐d �a 剥片 黒曜石 ２０．５０ １９．７０ ２．７０ ０．８７
５１ C‐５‐d �a 剥片 黒曜石 １８．２０ １９．００ ２．２０ ０．８１
５２ C‐５‐d �a 剥片 黒曜石 １９．００ １８．６０ ４．２０ １．４６
５３ C‐５‐d �a 楔形石器 黒曜石 １７．１０ １１．４０ ５．６０ １．２５
５４ C‐５‐d �a 剥片 黒曜石 ２１．４０ １９．３０ ５．８０ １．８０
５５ C‐６ � 剥片 黒曜石 ２１．６０ ２０．５０ ４．５０ １．４４
５６ C‐６ �b 二次加工剥片 黒曜石 １５．２０ １３．１０ ４．８０ ０．８８
５７ C‐６ �b 剥片 黒曜石 １８．８０ ２６．６０ ６．６０ ２．２６
５８ C‐６ �b 剥片 黒曜石 １７．９０ １６．５０ ４．６０ ０．５４
５９ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 ２７．４０ ２５．３０ ５．８０ ２．６９
６０ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 ２４．４０ ２６．４０ ８．４０ ５．４５
６１ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 １８．５０ ２９．５０ １１．５０ ５．７４
６２ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 １４．９０ １９．３０ ２．５０ ０．５６
６３ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 １９．１０ ２５．８０ ６．３０ ３．２５
６４ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 １５．６０ ２０．４０ ５．４０ １．５５
６５ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 ２４．３０ １６．６０ ４．４０ ０．９３
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図版No. 注記 No. グリット 層位 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚み（�）重さ（�） 備考
６６ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 １１．７０ １４．５０ ４．７０ ０．７７
６７ C‐６‐b �b 剥片 黒曜石 １７．９０ ９．９０ ２．９０ ０．３６
６８ C‐６‐d �a 剥片 黒曜石 ２８．７０ ３０．５０ ６．００ ３．９０
６９ C‐６‐d �a 剥片 黒曜石 １５．５０ １９．７０ ５．９０ ０．８０
７０ C‐７ 敷地 剥片 黒曜石 １９．３０ ２０．６０ ４．２０ １．１２
７１ C‐７ 敷地 剥片 黒曜石 １３．４０ １１．９０ ４．６０ ０．６２
７２ C‐８‐a �a 剥片 黒曜石 １２．２０ １６．４０ １．７０ ０．２３ SD‐０２
７３ C‐８‐a �a 剥片 黒曜石 １３．００ ９．８０ ６．３０ ０．６７ SD‐０２
７４ D‐３ � 二次加工剥片 黒曜石 １７．５０ ２５．６０ ６．７０ ２３．６０
７５ D‐３‐d �a 剥片 黒曜石 ２１．３０ １８．５０ ４．４０ １．０４
３４６ D‐４ 不明 使用痕剥片 黒曜石 ２０．９０ ２０．１０ ３．６０ １．４３
３４７ D‐４ 不明 二次加工剥片 黒曜石 １７．５０ １６．６０ ４．９０ １．４６
７６ D‐４ 埋土一括 剥片 黒曜石 ２０．３０ １５．３０ ５．３０ ０．９３
７７ D‐４ 埋土一括 二次加工剥片 黒曜石 ３０．１０ １９．４０ ８．７０ ３．９７
７８ D‐４ 埋土一括 剥片 黒曜石 ２３．１０ １４．７０ ４．４０ ０．９０
７９ D‐４‐a � 二次加工剥片 黒曜石 ２３．４０ １９．３０ ５．３０ １．７０
８０ D‐４‐a � 剥片 黒曜石 ２１．８０ １５．２０ ４．４０ １．０５
８１ D‐４‐a � 剥片 黒曜石 １７．３０ １１．４０ ９．３０ １．３９
８２ D‐４‐a �b 砕片 黒曜石 ０．４２
８３ D‐４‐b � 剥片 黒曜石 ２３．３０ １５．３０ ４．７０ ０．９２
８４ D‐４‐b � 剥片 黒曜石 １８．９０ １２．９０ ７．００ １．０１
８５ D‐４‐c 不明 剥片 黒曜石 １４．００ １５．４０ １．８０ ０．３６ ST‐１５
８６ D‐４‐c 不明 剥片 黒曜石 ２８．００ ２６．４０ ５．７０ ２．４９ ST‐１５
８７ D‐４‐c �a 二次加工剥片 黒曜石 ２１．９０ １７．５０ ７．００ １．７１
８８ D‐４‐c �a 剥片 黒曜石 ２２．３０ １７．６０ ４．００ １．１４
８９ D‐４‐c �a 剥片 黒曜石 ８．７０ １１．６０ ６．３０ ０．５１
９０ D‐４‐c � 剥片 黒曜石 １６．３０ １７．４０ ３．５０ ０．６４ ST‐１５
３４９ D‐４‐c.d 不明 剥片 黒曜石 １６．２０ ２８．３０ ６．００ １．３２ 接合５（剥片）
９１ D‐４‐c.d 不明 剥片 黒曜石 １６．７０ １４．３０ ３．１０ ０．７６ ST‐０９
９２ D‐４‐c.d 不明 剥片 黒曜石 １３．５０ １９．１０ ５．３０ １．２４ ST‐０９
９３ D‐４‐c.d � 砕片 黒曜石 ５．７１ 接合４（石核）
９４ D‐４‐c.d � 砕片 黒曜石 ６．５４ 接合４（石核）
９５ D‐４‐c.d � 砕片 黒曜石 １．５２
９６ D‐４‐c.d � 礫 黒曜石 ３２．１０ ４２．３０ １６．７０ １９．０７
９７ D‐４‐c.d � 二次加工剥片 黒曜石 １９．９０ ３０．００ １３．３０ ４．４９
９８ D‐４‐c.d � 剥片 黒曜石 １７．４０ ２０．００ ６．４０ １．９３
９９ D‐４‐c.d � 剥片 黒曜石 １６．４０ １６．５０ ９．８０ ２．４１
１００ D‐４‐c.d � 剥片 黒曜石 ２１．２０ １４．６０ ２．００ ０．４５
１０１ D‐４‐c.d � 剥片 黒曜石 ２１．５０ １５．００ ６．５０ １．９０
１０２ D‐４‐c.d � 使用痕剥片 黒曜石 ３５．９０ ２１．６０ ７．００ ４６．９０
１０３ D‐４‐c.d � 使用痕剥片 黒曜石 ３３．００ １７．６０ ６．２０ １．４６
１０４ D‐４‐d 不明 剥片 黒曜石 １６．８０ １６．２０ ３．２０ ０．７４
１０５ D‐４‐d 不明 剥片 黒曜石 １８．２０ ２６．６０ ４．６０ １．３０
１０６ D‐４‐d 不明 剥片 黒曜石 １４．６０ １２．９０ ２．５０ ０．３９
１０７ D‐４‐d 不明 剥片 黒曜石 １５．９０ １２．３０ ２．２０ ０．２８
１０８ D‐４‐d 不明 剥片 黒曜石 １９．４０ １８．００ ２．８０ ０．８０ ST‐１５
１０９ D‐４‐d 不明 二次加工剥片 黒曜石 １９．００ １３．５０ ３．４０ ０．８８ ST‐１５
１１０ D‐４‐d �a‐� 使用痕剥片 黒曜石 ２５．１０ ２１．６０ ４．７０ ２．４１
１１１ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 ４４．００ ３２．１０ ９．７０ ７．１８
１１２ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 ２０．２０ １３．５０ ４．６０ ０．９６
１１３ D‐４‐d �a‐� 砕片 黒曜石 １．６７
１１４ D‐４‐d �a‐� 二次加工剥片 黒曜石 １９．８０ ２３．２０ ８．８０ ３．５１
１１５ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 ２６．１０ ２０．２０ ６．５０ ３．１４
１１６ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 １６．２０ ２１．９０ １１．００ ３．００
１１７ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 ３０．００ ２１．８０ ４．５０ ２．０３
１１８ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 ２７．８０ １７．５０ ６．７０ ２．１２
１１９ D‐４‐d �a‐� 剥片 黒曜石 １９．１０ ２５．００ ５．３０ １．８３
１２０ D‐４‐d �b 砕片 黒曜石 ２５．００
１２１ D‐４‐d �b 二次加工剥片 黒曜石 ３０．９０ ２４．４０ ６．００ ４．６３
１２２ D‐４‐d �b 剥片 黒曜石 ２７．２０ ３３．１０ ５．９０ ２．９６
１２３ D‐４‐d �b 剥片 黒曜石 ３０．１０ ２７．６０ １０．１０ ５．９４
１２４ D‐４‐d �b 二次加工剥片 黒曜石 ２５．３０ ２４．８０ ４．１０ １．３２
１２５ D‐４‐d �b 剥片 黒曜石 ２５．５０ １８．１０ ４．６０ １．２４
１２６ D‐４‐d �b 剥片 黒曜石 ３３．４０ １１．４０ ６．５０ １．０３
１２７ D‐４‐d �b 剥片 黒曜石 １３．９０ １７．２０ ４．４０ ０．９１
１２８ D‐５ 不明 砕片 黒曜石 ０．５４
１２９ D‐５ 不明 剥片 黒曜石 ２０．００ １１．６０ ２．９０ ０．４２
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図版No. 注記 No. グリット 層位 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚み（�）重さ（�） 備考
１３０ D‐５ � 剥片 黒曜石 １８．２０ １８．００ ４．９０ １．３１ SD‐０２
１３１ D‐５ � 剥片 黒曜石 １７．６０ ２３．９０ ４．６０ １．２９ SD‐０２
１３２ D‐５ � 剥片 黒曜石 １９．７０ １５．２０ ３．９０ ０．８２ SD‐０２
１３３ D‐５ �a 二次加工剥片 黒曜石 １７．１０ ２２．７０ ７．６０ ２．７４
１３４ D‐５ � 剥片 黒曜石 ２７．４０ ２０．００ ６．１０ １．５９
１３５ D‐５ � 剥片 黒曜石 １０．００ １６．００ ２．１０ ０．２４
１３６ D‐５ � 剥片 黒曜石 １８．７０ １２．４０ ４．７０ ０．８２ SD‐０２
１３７ D‐５‐a 不明 剥片 黒曜石 ３２．００ ２４．２０ １０．４０ ７．５７
１３８ D‐５‐a 不明 剥片 黒曜石 ２２．９０ １６．７０ ５．４０ １．５２
１３９ D‐５‐a 不明 剥片 黒曜石 １４．１０ １３．６０ ６．３０ ０．８５
１４０ D‐５‐a 不明 剥片 黒曜石 ２０．６０ １５．００ ６．００ １．２２ SD‐０２
１４１ D‐５‐a �a 剥片 黒曜石 ２０．６０ ２５．５０ ５．３０ １．８８
１４２ D‐５‐a �a 剥片 黒曜石 ２１．７０ １０．９０ ４．８０ ０．９５
１４３ D‐５‐a �a 剥片 黒曜石 ２３．５０ １２．５０ ７．４０ １．１５
１４４ D‐５‐a �a 楔形石器 黒曜石 １７．２０ １７．１０ ９．７０ ２．０４
１４５ D‐５‐a �a 使用痕剥片 黒曜石 ２２．９０ ３３．６０ ９．６０ ７．８４
１４６ D‐５‐a �a 砕片 黒曜石 １０．２０
１４７ D‐５‐a �a 剥片 黒曜石 １９．４０ １３．８０ ４．８０ ０．７８ SD‐０２
１４８ D‐５‐a �b 二次加工剥片 黒曜石 ３１．８０ ２１．７０ ９．８０ ４．００ SD‐０２
１４９ D‐５‐a �b 剥片 黒曜石 １３．１０ １５．６０ ４．４０ ０．６８ SD‐０２
１５０ D‐５‐a �b 剥片 黒曜石 ２６．３０ １５．４０ ３．８０ １．０１ SD‐０２
１５１ D‐５‐a.b � 剥片 黒曜石 １８．００ ２３．７０ １０．６０ ３．１０
１５２ D‐５‐a.b � 砕片 黒曜石 ０．４９
１５３ D‐５‐c 不明 剥片 黒曜石 １０．９０ １１．５０ ４．２０ ５．２０
１５４ D‐５‐c 不明 剥片 黒曜石 １３．３０ ２２．２０ ３．２０ ０．７９
１５５ D‐５‐c 不明 剥片 黒曜石 ２２．１０ １９．７０ ４．６０ １．７１
１５６ D‐５‐c 不明 使用痕剥片 黒曜石 ２５．５０ １２．６０ ８．８０ １．９３
１５７ D‐５‐c �a 石核 黒曜石 ２３．７０ ２６．５０ １６．４０ １０．４７
１５８ D‐５‐c �a 剥片 黒曜石 ２９．７０ ２６．７０ ７．８０ ３．３２
１５９ D‐５‐c �a 使用痕剥片 黒曜石 ２８．４０ ２８．６０ ８．２０ ３．８１
１６０ D‐５‐c �a 使用痕剥片 黒曜石 ３０．２０ ２８．６０ ９．４０ ５．９２
１６１ D‐５‐c �a 使用痕剥片 黒曜石 ３５．７０ ２６．６０ ８．２０ ４．７０
１６２ D‐５‐c �a 二次加工剥片 黒曜石 ２３．６０ ３２．９０ ６．００ ２．８４
１６３ D‐５‐c �b 剥片 黒曜石 １６．１０ １４．７０ ５．３０ ０．６７ SD‐０２
１６４ D‐５‐c �b 剥片 黒曜石 ２２．８０ １８．３０ ５．２０ １．４８ SD‐０２
１６５ D‐５‐c �c 一括 二次加工剥片 黒曜石 １７．１０ ８．１０ ４．９０ ０．６２ SD‐０３
１６６ D‐５‐d � 二次加工剥片 黒曜石 ２３．７０ ２２．００ ８．３０ ２．８５
１６７ D‐５‐d � 二次加工剥片 黒曜石 １７．５０ １０．８０ ３．４０ ０．３５
１６８ D‐５‐d � 砕片 黒曜石 ２．１０
１６９ D‐５‐d �a 二次加工剥片 黒曜石 １９．１０ ３４．４０ ８．７０ ３．３０
１７０ D‐６ � 剥片 黒曜石 １０．４０ １３．００ ２．８０ ０．２５
１７１ D‐６ �b 砕片 黒曜石 ０．４１
１７２ D‐６ �b 砕片 黒曜石 ０．３０
１７３ D‐６ �b 砕片 黒曜石 ０．９３
１７４ D‐６ �b 二次加工剥片 黒曜石 ３０．９０ １７．８０ ９．００ ２．８３
１７５ D‐６ �b 二次加工剥片 黒曜石 １３．１０ １５．７０ ５．５０ １．２１
１７６ D‐６ �b 剥片 黒曜石 １０．２０ １９．３０ ６．２０ ０．８１
１７７ D‐６ �b 剥片 黒曜石 １４．４０ １５．１０ ６．４０ ０．９６
１７８ D‐６ �b 剥片 黒曜石 ２３．１０ １５．８０ ３．８０ ０．５９
１７９ D‐６‐a.b 不明 剥片 黒曜石 １２．４０ １６．００ ４．９０ ０．８１
１８０ D‐６‐a.b 不明 使用痕剥片 黒曜石 １８．２０ １５．３０ ３．３０ ０．６１
１８１ D‐６‐b � 使用痕剥片 黒曜石 １６．３０ １６．４０ ５．９０ ０．９２
１８２ D‐６‐b � 砕片 黒曜石 ０．５０
１８３ D‐６‐b � 使用痕剥片 黒曜石 ３１．８０ ２０．１０ ６．８０ ３．５５
１８４ D‐６‐b � 剥片 黒曜石 ２５．３０ ２０．２０ ８．４０ ３．０９
１８５ D‐６‐b � 砕片 黒曜石 ０．３６
１８６ D‐６‐b � 砕片 黒曜石 ０．３９
１８７ D‐６‐b � 使用痕剥片 黒曜石 ３１．６０ １７．３０ ６．１０ ２．２６
１８８ D‐６‐b � 剥片 黒曜石 １４．４０ ２６．７０ ５．８０ １．２８
１８９ D‐６‐b �、� 剥片 黒曜石 １７．９０ １５．２０ １０．２０ ２．６６
１９０ D‐６‐b � 剥片 黒曜石 ２９．００ １７．１０ ８．７０ ２．５１
１９１ D‐６‐b � 使用痕剥片 黒曜石 ３５．００ ２６．８０ ７．３０ ３．９１
１９２ D‐６‐b � 剥片 黒曜石 ２１．２０ ２３．２０ １３．１０ ４．７６
１９３ D‐６‐d � 石核 黒曜石 ３８．２０ ４２．３０ ２０．８０ ３１．４９
１９４ D‐６‐d � 剥片 黒曜石 １８．９０ １８．９０ ４．７０ １．３２
１９５ D‐６‐d �b 二次加工剥片 黒曜石 ３８．８０ ２３．２０ １０．００ ５．１８
１９６ D‐６‐d �b 二次加工剥片 黒曜石 ３４．１０ ４１．３０ １０．５０ ６．９５

遺物観察表

－７２－



図版No. 注記 No. グリット 層位 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚み（�）重さ（�） 備考
１９７ D‐７‐a � 石核 黒曜石 ３５．４０ ２１．３０ １６．４０ １１．３５
１９８ D‐７‐b �b 二次加工剥片 黒曜石 ２６．４０ １７．１０ ６．８０ ２．７２
１９９ D‐７‐b �b 使用痕剥片 黒曜石 ２４．１０ ２５．００ ７．７０ ３．３７
２００ D‐７‐b �b 使用痕剥片 黒曜石 ２３．４０ １０．４０ ３．５０ ０．６５
２０１ D‐８‐a �a 剥片 黒曜石 １３．２０ １６．５０ ４．１０ ０．５２
２０２ E‐３ 不明 剥片 黒曜石 １１．００ ６．３０ １．９０ ０．１２
２０３ E‐３ 不明 砕片 黒曜石 ０．１０
２０４ E‐３‐a � 砕片 黒曜石 ０．７４
２０５ E‐３‐b.d 不明 剥片 黒曜石 １０．７０ １０．４０ ２．８０ ０．２４
２０６ E‐３‐b.d 不明 剥片 黒曜石 １２．２０ １４．５０ ５．００ ０．５６
２０７ E‐３‐c 不明 剥片 黒曜石 １１．６０ １５．４０ ４．６０ ０．７０ ST‐１３
２０８ E‐３‐c 不明 剥片 黒曜石 １４．４０ １４．２０ ２．１０ ０．２９ ST‐１３
２０９ E‐３‐c 不明 剥片 黒曜石 １２．１０ ２１．９０ ６．００ ０．８９ ST‐１３
２１０ E‐３‐c 不明 剥片 黒曜石 ２１．６０ ２１．６０ ５．２０ １．２７ ST‐１３
２１１ E‐３‐c 不明 二次加工剥片 黒曜石 ２０．２０ ２６．２０ １１．１０ ４．５３ ST‐１３
２１２ E‐３‐c 不明 剥片 黒曜石 ２５．７０ ２２．８０ ４．４０ １．９２ ST‐１３
３４８ E‐３‐c 不明 楔形石器 黒曜石 １９．００ ２６．２０ １２．９０ ５．０１ ST‐１３
２１３ E‐３‐c � 砕片 黒曜石 ０．２４
２１４ E‐３‐c � 砕片 黒曜石 １．０４
２１５ E‐３‐c � 二次加工剥片 黒曜石 １７．００ ２２．４０ ４．７０ １．４５
２１６ E‐３‐c � 使用痕剥片 黒曜石 ４３．１０ １９．１０ １１．２０ ６．５８
２１７ E‐３‐c � 使用痕剥片 黒曜石 ２２．７０ １６．８０ ６．２０ １．４０
２１８ E‐３‐c � 剥片 黒曜石 １６．６０ ２１．８０ ６．９０ １．６４
２１９ E‐３‐c � 剥片 黒曜石 ２５．６０ ３２．２０ ６．００ ４．３０
２２０ E‐３‐c � 剥片 黒曜石 １８．５０ １２．３０ ３．４０ ０．６４
２２１ E‐３‐c � 剥片 黒曜石 １８．３０ １４．９０ ８．３０ １．２６
２２２ E‐４ 不明 剥片 黒曜石 １２．００ １５．３０ ３．９０ ０．５２
２２３ E‐４ 不明 剥片 黒曜石 １９．３０ １９．９０ ５．５０ ０．６６
２２４ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２８．５０ ２６．２０ ６．１０ ３．１２
２２５ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２０．９０ ２０．３０ ７．１０ １．５４
２２６ E‐４ � 剥片 黒曜石 １７．３０ １２．５０ ６．５０ １．１０
２２７ E‐４ � 剥片 黒曜石 ３７．３０ ２０．００ ４．９０ ２．０８
２２８ E‐４ � 剥片 黒曜石 ３３．３０ ３３．１０ １２．３０ １０．６２
２２９ E‐４ � 二次加工剥片 黒曜石 ２３．１０ １７．８０ ６．５０ １．６９
２３０ E‐４ � 二次加工剥片 黒曜石 ２８．３０ ２２．５０ ６．５０ ２．４５
２３１ E‐４ � 二次加工剥片 黒曜石 １６．５０ １２．３０ ６．１０ ０．９４
２３２ E‐４ �b 砕片 黒曜石 ０．８５
２３３ E‐４ �b 剥片 黒曜石 ２６．４０ １９．５０ ３．５０ １．８０
２３４ E‐４ �b 剥片 黒曜石 １５．３０ １８．５０ ４．５０ ０．６５
２３５ E‐４ �b 剥片 黒曜石 ２３．１０ ２１．６０ ４．４０ ０．９２
２３６ E‐４ �b 剥片 黒曜石 ２２．９０ ２７．６０ ６．８０ ２．４４
２３７ E‐４ �b 剥片 黒曜石 １３．４０ １２．７０ ３．００ ０．２４
２３８ E‐４ �b 剥片 黒曜石 １７．５０ １１．３０ ２．２０ ０．３３
２３９ E‐４ � 石核 黒曜石 ２８．６０ ２７．３０ ２３．１０ １５．５０
２４０ E‐４ � 石核 黒曜石 １８．６０ ２９．４０ １３．９０ ８．０１
２４１ E‐４ � 砕片 黒曜石 ０．４０
２４２ E‐４ � 砕片 黒曜石 ０．５５
２４３ E‐４ � 砕片 黒曜石 ０．２６
２４４ E‐４ � 二次加工剥片 黒曜石 １８．４０ ２７．００ ７．８０ ３．１６
２４５ E‐４ � 楔形石器 黒曜石 １７．２０ １３．２０ ３．８０ ０．７６
２４６ E‐４ � 使用痕剥片 黒曜石 １８．１０ １６．８０ ３．７０ ０．５８
２４７ E‐４ � 使用痕剥片 黒曜石 ３２．００ ２２．１０ ４．８０ ２．０６
２４８ E‐４ � 使用痕剥片 黒曜石 ２０．８０ １６．９０ ４．５０ １．２４
２４９ E‐４ � 使用痕剥片 黒曜石 ２１．９０ １３．３０ ３．６０ ０．８４
２５０ E‐４ � 剥片 黒曜石 ３５．９０ ２１．６０ ７．００ ４．２４
２５１ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２９．００ １９．２０ ６．３０ ３．２０
２５２ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２２．５０ １２．５０ ４．５０ １．１５
２５３ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２２．９０ １２．９０ ５．３０ １．１６
２５４ E‐４ � 剥片 黒曜石 ２１．２０ １２．９０ ２．３０ ０．５８
２５５ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 １４．９０ ２１．３０ ４．４０ １．２１ SD‐０２
２５６ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 １８．５０ １２．７０ ２．３０ ０．３２ SD‐０２
２５７ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 １８．３０ １２．１０ ４．００ ０．５２ SD‐０２
２５８ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 ２７．８０ ２２．７０ ４．２０ １．７５ SD‐０２
２５９ E‐４‐a � 楔形石器 黒曜石 ２４．００ ２１．８０ ９．６０ ３．８０ SD‐０２
２６０ E‐４‐a � 二次加工剥片 黒曜石 １６．９０ １６．４０ ５．００ １．０９ SD‐０２
２６１ E‐４‐a � 二次加工剥片 黒曜石 ２３．３０ ２４．４０ ７．３０ ３．６１ SD‐０２
２６２ E‐４‐a � 使用痕剥片 黒曜石 ２９．４０ １３．３０ ２．７０ ０．９３ SD‐０２
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図版No. 注記 No. グリット 層位 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚み（�）重さ（�） 備考
２６３ E‐４‐a � 砕片 黒曜石 ２．０７ SD‐０２
２６４ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 ２２．７０ ２５．００ ３．７０ １．６２ SD‐０２
２６５ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 ２３．８０ ２４．３０ ８．１０ ４．５７ SD‐０２
２６６ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 １９．９０ ７．７０ ２．２０ ０．２６ SD‐０２
２６７ E‐４‐a �a 砕片 黒曜石 ２．４８
２６８ E‐４‐a �a 砕片 黒曜石 ８．４３
２６９ E‐４‐a �a 剥片 黒曜石 １９．８０ １３．６０ ４．６０ ０．８５
２７０ E‐４‐a �a 剥片 黒曜石 １６．００ １４．５０ ８．８０ １．０５
２７１ E‐４‐a �a 剥片 黒曜石 １３．５０ １１．９０ ５．００ ０．５９
２７２ E‐４‐a �a 剥片 黒曜石 １６．８０ １４．００ ５．００ ０．４０
２７３ E‐４‐a �a 二次加工剥片 黒曜石 ２４．４０ １９．２０ ６．７０ ２．８１
２７４ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 ３０．８０ ２５．７０ １６．２０ １０．４３
２７５ E‐４‐a � 剥片 黒曜石 １９．６０ ９．３０ ４．６０ ０．４３
２７６ E‐４‐a.b 不明 剥片 黒曜石 ２５．５０ ２５．３０ ７．００ １．３７
２７７ E‐４‐a.b 不明 剥片 黒曜石 ９．８０ １１．５０ ３．６０ ０．１８
２７８ E‐４‐a.b � 楔（二次加工） 黒曜石 １１．４０ １９．８０ ４．７０ ０．７９
２７９ E‐４‐a.b � 楔形石器 黒曜石 ２１．７０ １９．６０ ９．００ ２．５５
２８０ E‐４‐a.b � 楔形石器 黒曜石 ２１．００ １５．６０ ７．６０ １．８５
２８１ E‐４‐a.b � 石核 黒曜石 １３．６０ ２２．９０ ９．９０ ３．２７
２８２ E‐４‐a.b � 石核 黒曜石 １８．４０ ３２．５０ ２４．４０ １２．２０
２８３ E‐４‐a.b � 砕片 黒曜石 １．０６
２８４ E‐４‐a.b � 使用痕剥片 黒曜石 ２７．９０ １５．５０ ５．６０ １．５４
２８５ E‐４‐a.b � 剥片 黒曜石 ２５．２０ ２３．７０ ８．９０ ２．３６
２８６ E‐４‐a.b � 剥片 黒曜石 ２４．５０ ２３．６０ ５．００ ２．１２
２８７ E‐４‐a.b � 剥片 黒曜石 １５．８０ １３．３０ ３．００ ０．３７
２８８ E‐４‐b 不明 砕片 黒曜石 ０．３９
２８９ E‐４‐b � 使用痕剥片 黒曜石 ２１．５０ ６．６０ ４．００ ０．４０
２９０ E‐４‐b � 使用痕剥片 黒曜石 ３０．８０ ２７．８０ ８．６０ ５．４５
２９１ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 １３．８０ １６．５０ ４．４０ ０．７６
２９２ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 １６．８０ ２０．４０ ６．８０ １．４６
２９３ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 ２４．１０ １２．７０ ４．１０ １．３８
２９４ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 ３７．６０ ２３．３０ ６．７０ ３．０３
２９５ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 １５．６０ ２６．８０ ５．６０ １．５８
２９６ E‐４‐b � 剥片 黒曜石 ２１．８０ ２１．４０ ５．１０ ０．８９
２９７ E‐４‐b � 二次加工剥片 チャート ２９．５０ １８．７０ ８．８０ ３．２５
２９８ E‐４‐c 不明 砕片 黒曜石 １．０５ 接合５（剥片）
２９９ E‐４‐c �b、� 石核 チャート ２８．３０ ３０．５０ １５．９０ ９．７８
３００ E‐４‐c �b、� 二次加工剥片 黒曜石 １２．８０ ２２．５０ １１．５０ ３．１４
３０１ E‐４‐c � 楔形石器 黒曜石 ２７．７０ ２３．１０ ７．４０ ３．８２
３０２ E‐４‐c � 使用痕剥片 黒曜石 ４１．７０ ２１．３０ ９．５０ ５．４５
３０３ E‐４‐c � 使用痕剥片 黒曜石 ２２．４０ ９．９０ ４．００ ０．３９
３０４ E‐４‐c � 使用痕剥片 黒曜石 ２１．２０ ２２．４０ ７．９０ ２．２５
３０５ E‐４‐c � 石核 黒曜石 ２４．４０ ３３．３０ １６．４０ １０．０４
３０６ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ０．８８
３０７ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ３．５０
３０８ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 １．２４
３０９ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ０．４４
３１０ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ０．１７
３１１ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ０．５４
３１２ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ０．１８
３１３ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ８．２０ 接合４（剥片）
３１４ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ４０．１０ ３８．３０ １６．５０ １８．９１
３１５ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ４０．４０ ３３．９０ １３．００ ９．７６
３１６ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ３１．５０ ２９．２０ ４．７０ ２．３２
３１７ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ３３．１０ １７．２０ ９．７０ ４．４９
３１８ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ２９．９０ ２０．１０ ４．９０ ２．３２
３１９ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ２５．１０ １９．１０ ７．３０ ２．８４
３２０ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 １９．７０ ２７．１０ ７．７０ ３．１２
３２１ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ２２．００ ２１．５０ ４．６０ １．０８
３２２ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 １８．５０ １８．５０ ５．００ １．３０
３２３ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 １８．５０ １７．２０ ５．１０ １．２０
３２４ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 ３１．７０ １５．２０ ５．６０ １．９９
３２５ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 １８．１０ ２１．４０ ６．３０ １．５６
３２６ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 １４．９０ １４．８０ ２．９０ ０．４８
３２７ E‐４‐c � 剥片 黒曜石 １１．８０ １５．５０ ２．６０ ０．３４
３２８ E‐４‐c � 砕片 黒曜石 ５．６０ SD‐０２
３２９ E‐５‐c �b 使用痕剥片 チャート ２７．８０ １１．５０ ５．５０ １．３７ SD‐０３
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図版No. 注記 No. グリット 層位 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚み（�）重さ（�） 備考
３３０ E‐６ 不明 楔形石器 黒曜石 ２２．３０ ２５．００ １４．３０ ６．３８ トレンチ
３３１ E‐６ �b 剥片 黒曜石 １８．８０ １０．４０ ５．１０ ０．３９
３３２ E‐６ �b 二次加工剥片 黒曜石 ２０．６０ ２７．１０ １０．４０ ３．８６
３３３ E‐６ �b 使用痕剥片 黒曜石 １８．８０ １４．２０ ３．００ ０．６０
３３４ E‐６‐a 埋土一括 砕片 黒曜石 ２．６７ SD‐０３
３３５ E‐６‐a 埋土一括 砕片 黒曜石 ０．５９ SD‐０３
３３６ E‐６‐a 埋土一括 二次加工剥片 黒曜石 ２１．００ ２１．００ １０．１０ ２．７４ SD‐０３
３３７ E‐６‐a 埋土一括 二次加工剥片 黒曜石 ２０．１０ ７．９０ ４．７０ ０．４７ SD‐０３
３３８ E‐６‐a 埋土一括 二次加工剥片 黒曜石 １５．３０ １６．４０ ５．１０ ０．９８ SD‐０３
３３９ E‐６‐a 埋土一括 剥片 黒曜石 １４．１０ ２０．１０ ４．００ ０．６７ SD‐０３
３４０ E‐６‐b � 二次加工剥片 黒曜石 ２８．３０ ２３．００ １３．６０ ５．４９
３４１ E‐６‐b � 剥片 黒曜石 １５．３０ １４．５０ ２．７０ ０．４５
３４２ E‐６‐c � 剥片 黒曜石 ２１．１０ １６．９０ ５．６０ １．０５
３４３ E‐６‐c �b 二次加工剥片 チャート ２４．３０ １６．００ ５．３０ １．７３
３５０ �区 � 二次加工剥片 黒曜石 １１．６０ １３．６０ ３．６０ ０．４８
３５１ �区 � 二次加工剥片 チャート ２４．４０ ２７．２０ ６．７０ １．９４
３５２ �区 � 剥片 黒曜石 １７．６０ １６．３０ ４．７０ １．３５
３５３ �区 � 剥片 黒曜石 ２３．１０ １９．４０ ５．５０ １．９９
３５４ �区 � 剥片 黒曜石 １３．３０ １２．００ ２．８０ ０．２８
３５５ �区 � 砕片 黒曜石 ０．８４
３５６ �区東 �、� 使用痕剥片 黒曜石 ２６．３０ １９．７０ ６．１０ ２０．００
３５７ �区南 � 二次加工剥片 黒曜石 ７．１０ ２２．７０ ４．７０ ０．４２
３５８ �区南 � 二次加工剥片 黒曜石 １３．８０ １５．３０ ４．３０ ０．６６
３５９ �区 �、� 砕片 黒曜石 １．２９
３６０ �区 清掃時 剥片 黒曜石 ３１．８０ ２１．９０ ７．７０ ４．３７
３６１ �区中央 不明 二次加工剥片 黒曜石 ２４．４０ １９．７０ ７．６０ ２．９２
３６２ �区中央 不明 剥片 黒曜石 ２９．１０ ２１．５０ ５．４０ ２．０４
３６３ �区中央 不明 剥片 黒曜石 １８．４０ １１．００ ３．４０ ０．５７
３６４ �区中央 不明 剥片 黒曜石 １６．２０ １８．３０ ３．３０ ０．６７
３６５ �区中央 不明 剥片 黒曜石 １９．４０ １７．２０ ５．９０ １．０８
３６６ �区中央 不明 砕片 黒曜石 ０．１６
３６７ �区中央 不明 砕片 黒曜石 ０．５３
３６８ �区中央 不明 砕片 黒曜石 １．２９
３６９ �区 表土一括 剥片 黒曜石 ２０．７０ ２２．４０ ７．５０ ３．１８
３７０ �区 表土一括 剥片 黒曜石 ９．８０ ２０．１０ ５．６０ ０．８８
３７１ �区 表土一括 二次加工剥片 黒曜石 ２０．１０ １７．２０ ５．７０ １．８４
４１ 不明 スクレイパー チャート ２７．６０ ２２．２０ ８．００ ３．１５
４２ 一括 楔形石器 黒曜石 １５．７０ １７．４０ ５．１０ １．１３
３７２ D‐５‐a 不明 安山岩 ３１．２０ ４６．００ ２８．９０ ５１．５０
３７３ ２１T（東側） 安山岩 ３８．００ ４７．２０ ２６．４０ ６４．３９ ２１T
３７４ ２５T 安山岩 １９．４０ ２１．５０ １５．４０ ７．３８ ２５T
３７５ ２１T 剥片 黒曜石 ４３．５０ ２４．００ ５．４０ ４．９１
３７６ ２１T 剥片 黒曜石 ２８．００ １８．６０ ７．２０ ２．３０
３７７ ２１T 楔形石器 黒曜石 ２５．００ １９．３０ ４．４０ １．７７
３７８ ２１T 剥片 黒曜石 １９．５０ １２．４０ ４．２０ ０．７５
３７９ ２１T 剥片 黒曜石 １２．７０ １３．００ ２．５０ ０．３４
３８０ ２１T 剥片 黒曜石 １１．４０ １３．４０ ２．２０ ０．２７
３８１ ２１T � 剥片 黒曜石 １１．５０ １３．００ ２．５０ ０．２５
３８２ ２０T � 剥片 黒曜石 ２３．００ １４．００ ６．２０ ２．０６
３８３ ２１T � 剥片 黒曜石 ２４．２０ １４．００ ４．６０ １．３０
３８４ ２１T（北側） 剥片 黒曜石 ２６．７０ １５．７０ ５．２０ １．９４
３８５ ２４T 剥片 黒曜石 １５．００ ２４．８０ ４．４０ １．４４
３８６ ２４T 剥片 黒曜石 １３．９０ １２．１０ ２．７０ ０．３２
３８７ ２５T � 剥片 黒曜石 ３１．３０ ２０．９０ １６．４０ ８．１３
３８８ ２６T � 剥片 黒曜石 ３０．００ ２６．９０ １３．４０ １０．４７
３８９ ２７T � 剥片 黒曜石 １７．２０ １２．２０ ２．１０ ０．５４
３９０ ２７T � 剥片 黒曜石 ２６．００ １５．００ ６．６０ ２．１５
３９１ ２７T � 剥片 黒曜石 ２５．５０ １６．５０ ７．００ ２．６７
３９２ ３１T 使用痕剥片 黒曜石 ２１．７０ １３．２０ ５．６０ １．２８
３９３ ３１T 剥片 黒曜石 ２０．１０ １０．７０ ３．６０ ０．８０
３９４ ３１T 剥片 黒曜石 １５．５０ １３．６０ ２．４０ ０．５７
３９５ ３１T � 礫 黒曜石 ８．７０ １１．５０ １１．００ ０．７６
３９６ ３１T � 砕片 黒曜石 １９．５０ ９．１０ ３．２０ ０．４５
３９７ ３１T � 砕片 チャート １７．００ １６．３０ ４．２０ １．４１
３９８ ３１T � 剥片 黒曜石 １８．２０ １５．７０ ３．４０ １．０３
３９９ ３１T � 砕片 黒曜石 １２．８０ ９．３０ ５．２０ ０．７７
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第３表 陶磁器観察表

No 種別 器種 口径 底径 器高 高台高 高台径 胎土色調 釉調 遺構名 層位 グリッド
３３‐１ 青磁（龍泉窯） 碗 （５．４） 緑灰 浅黄 SD０２ � D‐５‐c
３３‐２ 青磁（龍泉窯） 碗 （２．１５） 暗褐色 オリーブ灰 � C‐６‐b
３３‐３ 青磁（同安窯） 皿 （１２．２） （１．７） 灰オリーブ オリーブ黄 � C‐５
３３‐４ 染付（景徳鎮窯） 碗 （１５．５） （３．７） 明オリーブ 灰青灰 C‐７
３３‐５ 染付（景徳鎮窯） 碗 （１．６） ０．９ （２．６） 明緑灰 リリーホワイト 紺青 � D‐５‐a
３３‐６ 染付（肥前系） 碗 （１．８） ０．５ （８．２） 灰白 紺 １１T
３３‐７ 染付（景徳鎮窯） 碗 （１．０） ０．４ （７．２） うす水色 灰白 濃藍 ８T
３３‐８ 染付（景徳鎮窯） 碗 （２．３） ブルーフォッシュ 濃藍 三ノ丸
３３‐９ 染付（景徳鎮窯） 碗 （１．９５） 明緑灰 藍色
３３‐１０ 白磁（森田D） 碗 （１．５５） ０．４ （４．４）浅黄橙 灰白 � D‐５‐c
３３‐１１ 染付（肥前系） 碗 （２．５） ０．４５ （４．２） 灰白 濃藍 浅はなだ
３３‐１２ 染付（肥前系） 碗 （４．０）（２．３） ０．７ （３．７） 紺青 パールホワイト ３０T
３３‐１３ 染付（肥前系） （２．６５） 灰白 青灰 C‐８‐a
３３‐１４ 染付（肥前系） 煎茶碗 （１２．２） ０．１（１０．０） リリーホワイト 紺
３４‐１ 染付（肥前系） 大皿 （１．５） ０．２（１１．０） 明緑灰 スマルト 濃藍 ２１T東
３４‐２ 染付（肥前系） 仏飯器 （６．０） （２．６５） 灰白 明オリーブ 灰 緑灰 ２５T
３４‐３ 白磁 紅皿 １．４５ ０．２５ （３．１）灰白 明緑灰 ブルーフォッシュ ３２T �
３４‐４ 陶器（京焼風） 碗 （１．７５） ０．４ （３．０）浅黄橙 灰黄 ST１５
３４‐５ 陶器（京焼風） 碗 （１．４５） 浅黄橙 � C‐８D‐８
３４‐６ 陶器（唐津） 皿 ４．３ （２．６） ０．６ ３．８にぶい赤橙 灰 エボニー SD０２ � D‐６‐b
３４‐７ 陶器（小袋） 碗 （７．３）（３．０） ０．７ （６．２）にぶい赤褐 にぶい黄 表採
３４‐８ 陶器（小袋） 皿 （１．７） ０．６ ４．４にぶい橙 灰 ２７T �
３４‐９ 陶器（小袋） 皿 （５．５）（１．７） ０．１５ （４．２）橙 黄灰 灰オリーブ � C‐８D‐８
３４‐１０ 陶器（小袋） 碗 （２．１） ０．５ （３．４）にぶい赤褐 暗オリーブ 黒褐 暗褐 １T
３４‐１１ 陶器（小袋） 碗 （２．６） にぶい赤褐 オリーブ褐 １T
３４‐１２ 陶器（肥前系） 小碗 ３．３５（１．３５） 明赤褐 灰赤 � C‐７
３４‐１３ 陶器 碗 （３．２） １．０５ （３．６）暗赤褐色 にぶい橙 灰褐 暗褐色 ２７T �・�
３４‐１４ 陶器 碗 （１．５） ０．３ （４．２） 黒褐 灰白 ３１T �
３５‐１ 陶器 擂鉢 （４．０） にぶい赤褐 ２１T
３５‐２ 陶器 擂鉢 （１．６５）（２．２） にぶい赤褐 � C‐８
３５‐３ 陶器 擂鉢 （２．７） にぶい赤褐 � C‐８
３５‐４ 陶器 甕 （１．６６） （４．２） 灰褐 にぶい赤褐 ２８T �
３５‐５ 陶器 甕 （５．５） 暗褐色 暗赤褐 赤褐 � D‐７
３５‐６ 陶器 甕 （６．９） にぶい橙 灰褐 ２１T西 �・�
３５‐７ 陶器 甕 （１７．６） （６．０） にぶい赤橙 にぶい褐 灰赤 にぶい赤橙 ２６T �
３５‐８ 陶器 甕 （２９．２） （２．２） にぶい赤褐 オリーブ黄 灰 ６T �
３５‐９ 陶器 焼台 （５．４） １．１５ ０．５ （７．２）にぶい赤褐 �区 �
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 212 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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